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This　paper　de瓠s　with　data　collected　by　Surfacial　hauls　of　Maruchi－pet（A　type　larva　net）in　the

Nansei　Regional　waters　ofJapan　during　January1954to　March1968，the　data　collected　at6，634

Station．

The　results　of　Studies　on　the　Species　occu垂ed　and　their－occurence　ofthe　eggs　and　larvae　are　summarized

as　fol10WSl

1）。　　Species　of　fish　eggs　and　lavae　collected　in　Nansei　Regional　waters　during　January1954to

　　March1968amount　to176species　belong　to86fish　families・

2）。　Domin＆nt　Species　compared　by　number　of　individuals　w＆s　Engrα躍∫5ノ叩on∫cα　（H　OUTT

　　UYN　），　the　eggs　have　in722％and　the　larvea　in74，3％of　collected　total　number。Se－

　　cond　Species　were　Gonoア加n・hμ54飴アθ吻‘μ3　TEMM，et　ScHL．）・n　la四ae（in9・2％）

　　andE鰍解eμ5謝σ■o鐸3（TEMM，et　ScHL．）on　e99s（in6。3％）’

3）．　　As　considering　seasonal　variation　of　fish　eggs　and　lan7ae　occured　in　Nansei　Regional　waters，

　　丘ve　type　were　divided　as　follows；

　　Type　A：This　type　occured　perioαof　Autumn　to　Spring　with　appearance　peak　in　winter

　　　　　　［typical　species＝S4r4∫ηop3肥彦αη05‘加（TEMM。et　ScHL），co∫o励∫53α加

　　　　　　（REVOORT）．］

　　Type　B＝Occured　a11year　round　with　one　peak　or　two　peak　（typical　speciesl　Eπ8r偽1∫3

　　　　　　ノαponfcα・（HOUTTUYN）．

　　TypeB：Occured　from　Spring　to　Summer（typical　species：Trαchμ耀5ノαponfcμ5（TEMM，

　　　　　　et　SCHL．，sσo解わ切．

　　Type　B：Occured　in　summer【typical　species：／1μκ∫3，Dθoαp孟θ耀5獅αr砿43∫（TEMM。et

　　　　　　　ScHL，），oμε9禰’hμ5戸5c如伽（TEMM．et　ScHL．）1．

　　Type　c：Genera11y　occured　in　Autu堕n〔（typical　species；Goπorhησhμεαわb7ε吻如5（TEMM、

　　　　　　et　SCHL．）〕．

＊　昭和44年9月10日 受理　　南西海区水産研究所業績13号。
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　近年、日本近海において採集される浮遊性魚卵・稚仔魚の分類同定がす・み、これらの魚卵・稚仔魚の分

布生態などが次第に明らかにされてきた。魚卵・稚仔魚の発生初期の形態、とくに生活史に関する研究には

内田（194！，P43）、水戸（1961a．b）などがあり、そのほか多くの研究者によって数多くの業績が発表

されている。

　また、魚卵・稚仔魚を主体にした時・空問的な分布生態や量的動態などに関する研究には、内田・道津

（1958）、内田・ほか（1958）、今井（1956～’60）、水戸（1966）、千田（1962）などの対馬暖流水域や

九州近海を中心にした報告があり・、日本海側の水域にっいては、深滝（1959）および沖山（1965）などによ

って明らかにされている。

　また、太平洋側の黒潮流水域では、服部（1964）および松田〔（旧性・野村）（1959，　’66）〕などの報告が

あり、黒潮下流の末端にあたる東北水域では、小達（1961～F67）の詳細な報告がある。

　これらの研究成果や各研究機関の長期にわたる魚卵・稚仔魚の調査研究は、現今、日本近海の有用魚類の

資源解析や漁況予測精度向上に主要な役割を果しつ・ある。

　筆者は、これまで本海区の外洋水域における有用魚類の再生産・補充機構に関する研究の中で、最も基礎

となる魚卵・稚仔魚の分類同定、これらの魚卵・稚仔魚の分布生態や有用魚類の産卵・補充機構に関する研

究を進めている。前報（松田・19礁南海区水研・研究報告10号）においては、本海区のうち主として日向

灘水域に出現する有用魚類卵・稚仔魚の出現状態（水温との関連など）や出現数の季節変化および経年変化

を検討し、また、魚卵・稚仔魚採集方法の差違による表層びき丸稚A網と㊥ネツト（口径60cm、側長L5m）

垂直びき採集結果を比較検討して、魚卵・稚仔魚の採集効果について考察を行なった。

　本報告では、これまで南西海区水産研究所外海資源部（1967年8月以前は南海区水研沿岸資源部）ならび

に和歌山・徳島・高知・愛媛・大分・宮崎・鹿児島などの関係各県水産試験場・沿岸漁業指導所で実施した

表層びき丸稚A網採集物について、主として筆者が分類同定した表層浮性魚卵・稚仔魚の資料によって南西

海区の外洋水域に出現する魚卵・稚仔魚の種類と出現期ならびに出現数の季節変化によって、いくつか類型

化を行なったので報告する。

　報告に先立ち、この研究に着手した当初から種々御指導と御助言を戴いた九州大学名誉教授・内田恵太郎

博士および前南西海区水研内海資源部第一研究室長・水戸　敏博士に御礼を申し上げる。

　また、本研究を遂行する上で終始あたたかい御指導と有益な御助言を賜わり、かつ、本報告のご校閲を煩

わした南西海区水研外海資源部長・浜部基次博士ならびに同部第一研究室長・浅見忠彦博士に深甚なる謝意

を表する。

　また、困難な海洋生物調査において資料収集に協力され、常に御助言をいただいた同部第一研究室の花岡

藤雄技官、同部第二研究室長・工藤晋二技官および通山正弘技官の各氏に謝意を表する。

　本研究を遂行する上で常に困難な現場の丸稚A網採集作業に従事された調査船こたか丸の乗組員の方々と

和歌山、徳島、高知、愛媛、大分、宮崎、鹿児島の各県水産試験場・沿岸漁業指導所の産卵調査担当官や乗

船調査員ならびに調査船の乗組員の方々に厚くお礼を申し上げる。

1　採集方法および資料

　この報告で取り扱う魚卵・稚仔魚（幼魚を含む）の採集に使用した採集網の種類・構造および方法は、通

称、丸稚A網と呼称される口径1．3m、側長4。5mで網地の前部（口枠に近い部分の3m）は糸戻子網、それ

より後部（採集物を集納する部分の1．5m）はG　G54番で網目の1辺の長さが0．3mmの臨絹からなる円錐

形の採集網で、これを船首部側方において所定の観測点で海の表層を約2ノツトの速度で5分間水平にえい

航して採集した。

　採集海域は第1図に示すように南西海区の外洋水域が主体で、こ・で用いた資料の採集域と実施機関およ

び調査船名は次のとおりである。
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　A・C：紀伊水道および海部沿岸（徳島県水試・調査船とくしま）、B・B’：紀南沿岸および沖合（和

歌山県水試・調査船きい）、D・D’：土佐湾および足摺崎沖合（高知県水試・調査船とさ・あしずり）、

E・F：豊後水道および伊予灘（愛媛県水試・調査船予州丸）、G：日向灘（宮崎県沿指・調査船たちばな

および南海水研（昭和42年8月以降は南西水研・調査船こたか丸）、G7：都井岬沖合（宮崎県沿指・調査

船たちばな）、H：薩南海域（鹿児島県水試・調査船照南丸）などである。

　また、取り扱つた資料は、関係各県水産試験場が1966年4月から1968年3月までの期間に、前述した各海

域（A～H）で実施した1，703点（第1表）と当水研外海資源部（1967年以前は南海区水研沿岸資源部）が

、1954年1月から1963年12月までの約工0年間に、日向灘（G）を中心に実施した4，931点（第2表）の総計

6，634点の表層ぴき稚魚網採集物について、主として当水研外海資源部で同定しえた魚卵・稚仔魚（幼魚を

含む）などである。

Table　1．

　Number　of　collecting　station　for　Mamchi－net　by　locality　and

month男in1966－1968．

紀 紀 海 土 典
豆 伊 日 薩

年
海
　
域

伊
水
道

南
沿
海

部
沿
海

佐
後
水
道
予 向 南

海 計

月 域 域， 域 沖， 域 灘 灘， 域
（A） （B・B） （C〉 （D・D） （E） （F） （G・G） （H）

1966 4 29 0 29

5 0 23 23

6 2 3 0 31 36

7 2 3 30 23 58

8 2 3 30 31 37 103

9 2 3 30 23 35 93

10 1 3 51 31 31 117

11 1 3 51 23 36 114

12 2 1 16 31 36 86

1967 1 1 3 0 23 16 43

2 0 3 30 23 25 81

3 2 2 51 31 24 110

4 0 3 0 31 0 34

5 0 8 3 44 22 0 77

6 2 0 3 30 31 21 87

7 1 8 1 30 6 6 23 19 94

8 2 8 3 20 6 6 8 16 69

9 0 8 3 29 6 6 23 75

10 2 0 3 23 6 5 31 70

11 0 5 3 28 6 5 46 93

12 1 8 8 0 3 3 31 54

1968 1 2 0 2 0 5 4 29 42

2 2 7 3 6 1 2 17 38

3 2 0 3 29 6 6 31 77

計 29 52 65 557 45 43 616 296 1，703
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Table　2．

　　Number　of　collecting　station　for　Maruchi－net　in　Hyuga　Nada　by

　month，1954－1963．

年

月

1954

1955

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

1963

計

39

41

42

42

42

42

42

42

43

43

42

42

42

42

42

42

42

42

43

43

42

40

40

42

42

42

41

41

42

43

39

39

42

42

42

42

40

43

43

43

39

39

42

42

42

41

42

43

43

43

39

39

42

42

42

42

42

43

43

43

42

39

24

41

42

41

42

43

43

43

39

39

42

42

42

42

40

43

43

43

39

39

42

42

42

42

23

43

43

43

39

39

42

42

42

42

22

43

43

43

39

35

42

42

42

39

42

43

43

43

39

42

42

30

42

42

42

43

43

43

418　　　422　　　415　　　415　　　416　　　417　　　400　　　415　　　398　　　397　　　410　　　408

計

477

473

484

491

504

499

460

512

515

516

4，931

　これらの魚卵・稚仔魚の種の同定は、主として内田・ほか（1958）、水戸（1961a・b，1966），松原（

1955）および内田・ほか（1957）によつた。また、出現した魚卵・稚仔魚の魚種和名および記戴の順序は松

原（1955）によったが、トビウォ科Exocoetidaeの一部のものについては、今井（1959、1960）の幼稚

魚分類にしたがつた。

II　出現種類と出現期

　表層びき丸稚A網によって採集された魚卵・稚仔魚（幼魚を含む）のうち判明した種類数は、科、属の段

階までを含めて86科176種類（魚卵43科51種類、稚仔魚84科174種類）である。

　これらの出現種名とその出現時期ならびに周年を通じてみた出現頻度を第4図に、また、出現個体数を魚

種別、月別に整理して附表にそれぞれ示した。

　また、同定した科、属のうちには、種類の判明できなかったものも2～3種があり、このほかの種名不詳

のものも加えると南西海区の外洋水域に出現する種類数は今よりも更に増加する。

　南西海区の外洋水域に出現した表層性魚卵・稚仔魚（幼魚を含む）で出現個体数の多い魚種を上位40種ま

で示したのが、第3a・b表である。これらの表から本海区の外洋水域で表層に出現する魚卵・稚仔魚の一

般的な順位が明らかである。魚卵で出現数の最も多いのは、カタクチイワシで判明した魚種の全出現個体数

の72．2％を占める。次いでウルメイワシ（6。3％）、タロダイ（5．0％）、チダイ（3。1％）、サバ類（1．5

％）、マイワシ（1．4％）、ヒメジ（1．2％）、メジナ（1．2％）、ソウダカツオ類（1。0％）およびマァ

ジ（0．7％）など上位10種で93．6％を占める。また、稚仔魚では、カタクチイワシが最も多く74。3％を占め

次いでネズミギス（9，2％）、ヒメジ類（主としてヒメジ2。7％）、サンマ（L4％）、サギフエ（1・3％）

マイワシ（13％）、シマイサキ（1．0％）、タカノハダイ（1．0％）、カワハギ類（主としてカワハギ0．7

％）、マアジ（0．5％）など上位10種で93．4％が採集されている。

　以上述べた出現種類のうちでは、日本近海を主生息域としているカタクチイワシをはじめとして、南方高

温系魚類のマァジ、ウルメィワシ、ネズミギスなどがあり、また、北方低温系魚類のマイワシ、サンマな

どの本邦近海における主要魚種の卵・稚仔魚が殆んど含まれ、さらにヒメジやネズミギスのように成魚期に

底層に生息する魚種もある。これらが本海区の外洋水域に出現する表層性魚卵・稚仔魚の代表種である。こ
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Table　3
　　Number　of　individuals　and　frequency　of　fish　eggs　and　larvae　occured　in

Nansei　Regional　waters　by　appearance　order．

　　　　　　　　　　a．　Eggs（Apri11966　toMarch1968）

Japanese

　　name
Scientific　name

Numberof
工ndividuals

Percen
tage（％）

1 カタクチイワシ Eηg7α葛露s　ノαpo痂cα　（HOUTTUYN） 192，764 72．2

2 ウルメイワシ 撫惚耀妬煽c70郷s　（TEMM．et　SCHL。） 15，961 6．3

3 ク　ロ　ダ　イ 晦蜘麗c70cepんα蝕8　（BAS　I　LEWSKY〉 13，176 5．0

4 チ　　ダ　　イ Eγ脚‘8ノαP・痂αTANAKA 7，816 3．1

5 サ　　バ　　属 Sco励e7　SPP． 4，106 1．5

6 マ　イ　ワ　シ Sα嘱ぬops耀♂απos漉c置α　（TEMM．et　SCHL，） 3，770 1．4

7 ヒ　　メ　　　ジ αρθπe麗　δθπsαs6　（TEMM．　et　SCHL．〉 3，338 1．2

8 メ　　ジ　　ナ α7e磁脚c孟伽GRAY 3，335 1．2

9 ソウダカツオ属 、4簾応　　sp． 2，654 1．0

10 マ　　　ア　　　ジ T7αc加7㍑8　ノαpo痂c駕8　（TEMM．　et　SCHL．） 1，995 0．7

11 ベ　　ラ　　科 Labridaegen．　spP． 1，510 0．5

12 ア　ナ　ゴ科 Congridaegen．　spP． 1，072 Q．3

13 シマイサキ？ 跳e7αpoれ　oりσッ7妙πc勲8　（TEMM．　et　SCHL．）？ 897 0．3
o

14 キ　　　　　ス S沼α9・8♂hα灘　（FORSKAL） 775 0．3

15 ウ　ミヘビ科 Ophichthidaegen．　spp． 745 0．2

16 ト　カゲエソ Sα％弼dα　εZoπg碗α　（TEMM．　et　SCHL．〉 716

17 ハダカイワシ科 Myct・phidaegen．　sp． 681

18 シ　　イ　　ラ σ。7ツ伽θπαんゆ即sLINN丘 661

19 エ　　ソ　　科 Syn・dontidaegen．　spP． 607

20 ワ　ニ　ギ　ス Cんα勉ps・伽8副θ幅FRANZ 537

21 フ　　グ　　科 TetraodQntidaegen．　spP． 530

22 ウナギ亜目 AnguillinaSPP＝
529

23 イ　シ　ダ　イ 0μεgπα魏πs　ブα8cめ施s　（TEMM．　et　SCHL．） 529

24 ウシノシタ科 Cyno910ssidaegen．　spP． 526

25 ム　ロアジ属
（マルアジ）？ 1）θcα餌e川8　sP．　　sp。

504

26 ネズッポ属 Cα‘伽砂窺駕s　SPP． 500

27 タカノハダイ Go窺‘8置彪8zoηα施s　（CUVI．　et　VALEN．） 498

28 ア　カヤガラ F枷」画α螂励αLACEP宜DE 416

29 キュウリエソ 磁側70露c％sノαpo幅側s　I　SH　I　KAWA 339

30 タ　チ　ウ　オ T7痂　艇8」頭財7％sLINN丘 316

31 ホ　ウ　ボ　ウ Cん2Z認o窺c耐妙s　肱鍛％　（LESSON　e　t　GARNOT） 252

32 フリソデウオ属 丁備αぬ舜θ側8　SPP． 238

33 ア　　イ　　ゴ S匁απ範8　角scθ8ceπs　（HOUTTUYN） 162

34 ブ　ダ　イ　科 Scaridaegen．　sp． 128

35 コ　ノ　シ　ロ Koπo訂丁窺s　p槻c孟α施s　（TEMM．et　SCHL．）
96

36 サ　　ン　　マ C。’。励茜ssαぬ　（BREVOORT） 59

37 サヨリトビウオ属 0りσツPOTんα即加s　sp。 59

38 ミシマオコセ科 Uranosσopidaegen．　sp． 44

39 イ　　サ　　キ Pα7αp弼s琵po卿α　ε幅露几θα施伽　（THUNBERG〉 35

40 トビウオ禾～ Exocoetidaegen．　spP． 34

その他6種類 44

総　　　　計 262，954
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b。　Lalvae（January1954　亡o　March　1968）

JaPanese
Scientific　name

Numberof Percen
name Individuals tage（％）

1 カタクチイワシ Eηg7α賜面s　ノαpo窺cα　（HOUTTUYN） 162，874 74．3

2 ネ　ズミギス Goη07んッηc加8　αδ67θvぬ孟％8　（TEMM．　et　SCHL。〉 20，641 9．2

3 ヒ　メ　ジ属 Upεη鰯SPP． 5，835 2．7

4 サ　　　ン　　マ Co♂・励‘8εαぎ7α　（BREVOORT） 3，003 1．4

5 サ　ギ　フ　エ 蜘c7。7んα即ん。sπs8c。卿αコ。（LINN丘〉 2，881 1．3

6 マ　イ　ワ　シ Sα7協πops耀♂αηoε房ctα　（TEMM．et　SCHL．） 2，808 1．3

7 シマイサキ 跳θ7αpoπ　o記ッ7ん翅c勧8　（TEMM．　et　SCHL．） 2，222 1．3

8 タカノハダイ Goη琵8孟施8　zoπα施s　（CUV　I．　et　VALEN．） 2，154 1．0

9 カワハギ科 Aluteridaegen．　spP． 1，543 1．0

10 マ　　　ア　　　ソ TTαcんz轟剛s　1αpo漉c膨s　（TEMM．　e亡SCHL．） 1，214 0．7

11 ハダカイワシ科 Myctophidaegen．　spp． 1，149 0．5

12 メ　　ジ　　ナ α7θ磁ρ槻c観αGRAY 1，006 0．5

13 トビウオ科 Exocoetjdaegen．SPP． 846 0．4

14 サ　　バ　　属 Sco励θ¢SPP． 845 0．3

15 キ　　　　　ス 　　　　　　　　　　　oS沼α9・8議α㎜　（FORSKAL） 778 0．3

16 ブ　　　　　　リ Seπo’αg窃ηg㍑e7α痂αオαTEMM．et　SCHL． 652 0．3

17 ボ　　　　　ラ 屹8μcθ伽施sLINN白 453

18 オヤビッチャ 。4δ掘eブ磁ブv爾g詑η部s　（QUOY　et　GAIMARD） 363

19 ニ　ジギンポ 1）α880π　西70ss銘彪s　（J　ORDAN　et　SNYDER） 363

20 テンジクイサギ K塑んos包s　c顔θ7αscεπε　（FORSK入L） 358

21 フ　　グ　科 Tetraodontidaegen．　spP． 345

22 ウルメイワシ E孟剛窺e麗伽ぢc70郷s　（TEMM．et　SCHL．） 338

23 エ　　ソ　　科 Syn・d・ntidaもgen．　spP． 327

24 イ　ソギンポ B陀πη彪8　ッα言α6eゴ　JORDAN　et　SNYDER 294

25 ア　ナ　ゴ科 Congridaegen．spP。 226

26 イソギンポ科 Blenniidaegen．　SPP． 224

27 キュウリエソ 瓶解o♂菖c包sノαpo痂c％s　I　SHIKAWA 219

28 サ　　ヨ　　リ Hem砂αmpん％s　sαノoπ　　（TEMM．　et　SCHL．〉 216

29 カ　ン　パ　チ Sθ7めZαp財7郷7αsσθη3　TEMM．　et　SCHL． 196

30 カ　マ　ス　属 Spん”αεηα　SPP． 183

31 メ　バル属 Seδαsむεs　SPP． 176

32 シ　　イ　　ラ C。γツ伽徽ゆ卿包8LINNE 175

33 スズメダイ CんTo励s価o臨弛s　（TEMM．　et　SCHL。〉 153

34 ク　ロ　ダ　イ ハ勿あo規αc70cθpんα♂％s　（BASILEWSKY） 147

35 イ　カ　ナ　ゴ 肋mo吻孟εspε7s・π伽εGIRARD 147

36 ソウダカツオ属 14鶴‘s　sp． 146

37 ア　　イ　　ゴ S6gαπ％s　角3cesc2”　　（HOUTTUYN） 104

38 クロサギ属 Gθπθ8　SPP． 112

39 ム　ロアジ属
（マルアジ） Z）θc曜蜘s　sp．

84

40 タ　　カ　　ベ Lαδ7αcog’ossα　α7gθπ琵vθη齢ゴ8　PETERS 81

その他92種類 1，247 0．5

総　　　　計 217，132
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のように本海区の外洋水域に出現する表層性魚卵・稚仔魚には、成魚期以後の生息域が水平的にも垂直的に

も多方面にわたる魚種を数多く含んでいる。

　これらの代表種を含めた各出現魚卵・稚仔魚の出現期の概観を亜目ごとに整理して述べると次のとおりで

ある。

　1．ニシン亜目CIUpeina

　本亜目にはコノシロ科Dorosomatidae、ウルメイワシ科Dussum　ieridae、ニシン科C　lupeidae

カタタチイワシ科Engraulidae、オキイワシ科Chirocentridaeおよびセキトリイワシ科Alepoce－

phal　idaeなどの魚類が含まれる。

　このうちで卵・稚任魚が出現する種類およびその時期は、コノシロ科のコノシロKoπos漉8p㈱cむα施s

（TEMM．et　SCHL．）が6～8月で、卵の出現期は6月に中心があり全出現個数（年間を通じて）の約70

％を6月で占める。稚仔魚は6～8月に出現する。コノシロ卵はマイワシSα7dぬop3耀♂απ03亮cめ

（TEMM．・etSCHL．－）卵によく似ており、卵径の範囲も広く！．2～1．6mm、油球は1個で卵膜腔が著しく

広いのがこの種の卵の特徴である。

　ウルメイワシ科のウルメイワシ耽惚耀％s而cγoP％s（TEMM。et　SCHL．）卵・稚仔魚は8月から翌

年の6月の長期間にわたつて外洋水域の各沿岸に出現する。卵出現のピークは2回あり、10～11月に全出現

個体数（年間を通じて）の約30％を、3～4月には約50％を占める。稚仔魚は11～12月に全出現個体数（年

間を通じて）の95％が出現する。

　ニシン科のマイワシSα7d吻ps　me‘αη08彦δc雄（TEMM．et　SCHL）卵・稚仔魚の出現期は10月から

翌年5月で、近年土佐沖を中心に、その周辺沿岸域での出現が顕著である。

　本種の卵・稚仔魚の出現期のピークはともに2～4月にあり、全出現個体数（年間を通じて）の約90％を

この時期で占める。

　マイワシの卵径はL3mmの前後で、コノシロ卵にくらべて卵黄がや・大きいことと、卵黄のきれつがコノ

シロ卵よりも細かいことなどが本種の卵の特徴としてあげられる。

　カタタチイワシ科のカタクチイワシ」飾4側∠ぢ8ブ叩oπ6cα（HOUTTUYN　）卵・稚仔魚は周年にわたっ

て出現する。外洋水域での出現範囲は広く、距岸100浬付近に及ぶ。

　卵は5～8月で全出現個体数（年間を通じて）の約80％を占め、この時期の月平均の出現頻度をみるとそ

れぞれ20％前後を占めてbる。稚仔魚は6～8月と11月の出現が顕著であり、前者で全出現個体数（年間を

通じて）の約半数を、後者で16％を占めている。

　本種の卵は分離浮性卵でだ円形を呈している。卵径は長径L4～1．6mm、短径0．6～0．7mmで、卵黄はほ

とんど無色透明でほうまっ状をしていて油球がない。

　2。ネズミギス亜目　Gonorhynchina

　本亜目はネズミギス科Gonorhyηchidae1科1属1種である。本種は熱帯性の魚で成魚はおもに北西太

平洋亜熱帯水域の深海に生息している。しかし、ネズミギスIGoπ07⑳ηc加8α肋7e窃α施s（TEMM．e　t

SCHL）の稚仔魚（卵は未確認）はシラス型で、カタクチイワシやウルメイワシに酷似していて表層生活を

おくり、太平洋側では台湾近海から東北海域まで採集されている。

　本海区の外洋水域での稚仔魚の出現期は7～12月で、おもに8月以降に出現する。この種の稚仔魚の出現

個体数は比較的多く、本海区の外洋水域に出現する稚仔魚のうちでは最も多く出現するカタクチイワシ（全

採集数（年間を通じて）の74．3％を占める）に次いで多い（同じく9．2％）．

　3，サケ亜目　Salmonina

　本亜目にはコクチマス科Coregonidae、サケ科Sa　lmon　idae、カワヒメマス科Thymallidae、

アユ科Plecoglossidae、キユウリウオ科Osmeridaeおよびシラウォ科Salangidaeなどの種類が含

まれるが・このうち出現する種類はアユ科のアユπθcogZos翻8α傭∂e‘おTEMM．et　SCHL稚仔魚の
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みがみられており、11～1月に出現する。本海区の外洋水域ではおも・に大きな河川を有する土佐湾、延岡沖

宮崎沖などのごく沿岸の河口附近に出現する。

　4．　ワニトカゲギス亜目　　S　t　o　m　i　a　t　i　na

　本亜目にはヨコエソ科Gonρstomatidae、ムネエソ科Sternoptychidae、ホウライエソ科Cha－

ul　iodont　idae、ワニトカゲギス科S　tomiat　idae、トカゲハダカ科Ast　rones　thidae、　ミッマタヤ

リウオ科Idi　acanthidaeおよびホテイエソ科MelanQstom　iat　idaeなどの種類があり、多くの魚類は

深海性であぶらびれと発光器を有する。

　本亜目で採集されたものはほとんど幼・稚魚で、その種類と時期は、ヨコエソ科のヨコエソGo舶Sω㎜

g7αc6’θ　（GUNTHER）が5～7月、オニハダカCッc’o疏oηθm6c70doη（GUNTHER）が5月、ギンハ

ダカ属翫77θ」‘α（3型）．が2～3月、ワニトカゲギス科のワニトカゲSめ加α8α∫∫♂η68GUNTHERが1

月、トカゲハダカ科のヒカゲハダカ属沼鉱70麗8魏εs（3型、）が3月と8月にそれぞれ出現している。ミッ

マタヤリウオ科のミツマタヤリウオ∫d‘αcα冠舵εPα㎜？πeπ868TREWAVASが3月と6月にみられる。

　卵は以上述べた種類のうち、ヨコエソ科のキユウリエソM側70Zぬs力po窺c％s　ISHIKAWA卵が同定

されるのみでその出現期は1～4月である。この種の卵径は1．3～1。8mm、油球は1個で卵の表面に金平糖

状のゼラチン質卵膜を有しているので容易に区別できる。

　5．ハダカイワシ亜目　Myclophina

　本亜目にはヒメ科Aulopo出dae、アオメエソ科ChlorQphthalmidae、エソ科Synodont　idae、

ミズテング科Harpodontidae、イトヒキイワシ科Bathypteridaeおよびハダカイワシ科Myctop－

hidaeなどの多くの深海性魚類が含まれ、ワニトカゲギス亜目魚類と同じようにあぶらびれあるいは発光

器を有するものが多い。また、出現し㊧、ものはシラス形をし拳稚仔魚から幼魚（まれに成魚に近いもの）と

各発育段階にわたっている。

　出現種類と時期は、エソ科のオキエソT7αc屠πocθ悌α」％8町ops（SCHNEIDER）稚魚が5月から翌

年2月、ワニエソSα％7認α’％mδぎ」（BLOCH）卵・稚仔魚が5～12月、トカゲエソSα膨7」♂αθ’oη9α雄

（TEMM。et　SCHL）卵が5～9月である，これらのほかにエソ科の卵・稚仔魚で属種不詳の3型がみら

れ、卵は周年に近い出現をするが、稚仔魚頃7～12月に出現する。

　ハダカイワシ科魚類ではドングリハダカ属Hッgop勧勉、イタハダカP6αgθ痂c配妙s’碗e伽α孟麗（GA－

RMAN）、ナガハダカ　吻c彦opん脚π　co窃∫07旭θπ8a　EIGE。et　EIGE，，ススキハダカル吻caoρ加常

α∫∫ぬθ（LUTKEN）、イバラハダカ1吻c孟op肋窺sp加o脇勉（STEINDACHNER）、ウスハダカ！吻c一

渉op舵盟07詫冠α‘θ　（GILBERT）、ブタハダカCθ漉70δ7απc勧s短g70－ocθ’臨施s〈GUNTHER）

およびハダカイワシ属翫仰ん粥　2型と属種不明の卵およびシラス形稚仔魚の数種が採集されており、その

出現時期は夏季と秋・冬季である。

　6．ウナギ亜目　Anguil　Ina

亜目にはウナギ科Anguill　idae、コンゴウアナゴ科Si　menchelyidae、ホラアナゴ科Synaph－

obranchidae、アナゴ科Congridae、ハモ科Muraenesocidae、クズアナゴ科Nettastomidae、

ウミヘビ科Ophichthidae、ガイセンウミヘビ科Moringuidae、メクラァナゴ科Dysommidae、およ

びウ・ソボ科Muraenidaeなど体が延長形で無鱗あるいは皮中に埋没する徴小円鱗を有する魚類が含まれる。

　本亜目で出現した卵およびLeptocephalus型稚魚の種類は、アナゴ科のギンァナゴR妙πcんocy舶α

矧訂To煽πッ訂To煽（JORDAN　et　SNYDER）、アナゴ科の属種不明の5型とウミヘビ科に属する属

種不明の3型ならびにウナギ亜目の段階までしか同定しえなかった3型がある。

　これらの出現する時期は、アナゴ科魚類卵およびLeptocephalus型稚魚は周年にわたつて出現するが

とくに出現が顕著な時期は卵が夏季と冬季、Leptocephalus型稚魚が冬季である。
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　ウミヘビ科魚類卵はアナゴ科魚類と同様、周年出現し、LeptocephaIus型稚魚は主に秋・冬季に出現

する。

7．ダツ亜目　Belonina
　本亜目にはダツ科Belonidaeとサンマ科Scombresocidaeがあるが、このうちで本海区の外洋水域に

出現するのはサンマ科のサンマ0σ♂oJαδ♂88α♂7α（BREVOORT）卵・稚仔魚で全域に亘つてみられる。

出現時期は卵が11月から翌年の5月、稚任魚は11月から翌年の6月まで出現し、ともに12月から翌年2月ま

でが出現盛期で、この時期の採集数は全出現個数（年間を通じて）の約80％を占める。

　8．トビウオ亜目　Exocoetina

　本亜目にはサヨリ科Hemi　ramphidae、サヨリトビウオ科Oxyporhamphidaeおよびトビウオ科

Exocoetidaeなどがあり、下顎の突出・延長したものや胸鰭及び腹鰭が著しく発達した結果二翼あるいは

四翼を持った体制で空中飛行を行なう種類が含まれる。南西海区の外洋水域には以上の各科に属する魚種の

卵および稚仔魚が出現する。

　サヨリ科のサヨリHe幅7α卯舵88αノ07♂（TEMM．et　SCHL．）およびサヨリトビウオ科のサヨリトビ

ウオOz宥po7んαmρ舵8伽c70餌ε物s（CUVIER　et　VALENCIENNES）の卵・稚仔魚はともに春～夏

季に、トビウオ科のバショウトビウオP解aoco窃％8耀ηむo脱螂o（VALENCIENNES）、ッタシトビ

ゥォC卯8θ彪7％3んθ～θ7財物34δ召θ7」θ∫雇　　（STE　I　NDACHNER）、ホソトビσッρsθ」％働s　oρ6s抗oρ％s

旭7碗6ABE、アリァケトビウオC卯8e彪物88弛嫡8‘ABE、アヤトビウオCッpεε戯物s　poec∬o餌一

e働8（CUVIER　e　t　VALENCIENNES）、トビウォP70g短c爾妙sαgoo（TEMM．e　t　SCHL．）、ダル

マトビP70gπ♂c舵砂s　sθα々ABEおよびホソトビIH齢観痂c漉妙80羅cep加館s　（BLEEKER）などの

トビウオ類は春～冬季にわたって出現する。なかでも夏季における出現種類が多い。以上述べた種類のほか

に属種を判別できなかった卵・稚仔魚も2～3種類出現する。

　9．ヘラヤガラ亜目　Aulostomlna

　本亜目にはヘラヤガラ科Aulostomidae、ヤガラ科Fi　stul　ari　idae、サギフエ科Macrorhamph－

osidae、およびヘコァユ科Centriscidaeなど亜熱帯性の魚で、吻が管状に延長した種類が多い。こ

れらのうち南西海区の外洋水域に出現する種類は、ヤガラ科のアカヤガラ　飛ε施♂α7脇pθ魔吻α

LACEPEDE卵・稚仔魚が夏季に、サギフエ科のサギフエ漁c707肱卯加s砺scoJoPα劣（LINNE）稚

仔魚は比較的低温期の冬～春季に多く出現する・サギフエの稚仔魚は本海区の外洋水域の出現魚種のうちで

は採集個体数は多い部類に属する。

　10，ヨウジウオ亜目　Syngnathina

　本亜目にはカミソリウオ科Solenostom　idaeおよびヨウジウオ科Syngnathidaeがあり、吻および

体が管状を呈しているものが多い。本海区の外洋水域に出現する種類は、ヨウジウオ科のイツセンヨウジ

CoθZoπo施s窃αεp‘8　（BLEEKER）、ヨウジウオSyngnathus　schlegeli　KAUPおよぴヨウジウオ不斗

の属種不明の3型があるが、いずれも夏～冬季に出現し、採集数は少ない。

　11・　キンメダイ目　Beryc・ida

本目にはキンメダイ科Berycidae、ヒウチダイ科Trachichthyidae、ナカムラギンメダイ科Dir－

etmidae、イットゥダイ科Holocentridae、ギンメダイ科Polymixiidae、ヤエギス科Carist－

iidae、ヒカリギンメダイ科Anomalopidaeおよびマツカサウオ科Monocentridaeなどの魚類が含

まれる。この目のうちで出現する種類は、イツトウダイ科の1，ンキクティスRhynchichthysと呼称され

るイツトウダイHolocentrus　spinos　issimus　TEMM．et　SCHL．稚仔魚およびこの種に近縁な属種
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不明のリンキクティス稚仔魚（2型）がある。

　これらの出現する時期は6～9月で、主に8月に出現する。

　12．　フリソデウオ亜目　　Trachip　t　e　r　ina

　本亜目にはフリソデウオ科Trachipteridae、リユウグウノツカイ科Reg＆1e　idaeおよびアカナマダ

科Lophot　idaeなどの魚類があり、このうちで出現する種類は、フリソデウオ科のフll’ノデウオ属Tr一

αcん6ρ」θ物8の1種である。この種の卵径は1．9～2．2mmで油球を有しないや・大きい卵である。また稚仔

魚は長い背・服鰭条を有しており、本海区の外洋水域には5月から11月に出現するが、稚仔魚の採集数は卵

にくらべて少ない。

　13．ボラ亜目　Mugilina

本亜目にはトウゴロウイワシ科Atherinidae、ボラ科Mugi　l　idaeおよびカマス科Sphyraen　idae

などがあり、このうちで出現した種類は、トウゴロウイワシ科のトウゴロウイワシ配彪蹴雄6」θθ舵ガ

（GUNTHER）、ムギイワシ・4翫e幅oηθ砂鵠π8JORDAN　et　STARKS、ボラ科のボラM％4Z　cθP馳勧s

LINN亘およびその近縁種、カマス科のアカカマスSp妙7αεηαpぬg窃8GUNTHERおよびその近縁種が

ある。

　トゥゴロゥイワシ科、魚類の稚仔魚は7～11月に出現し、ボラ科魚類のボラ稚仔魚は10月から翌年の3月、

その近縁種の稚仔魚はo～9月に出現する。この近縁種の稚仔魚は成魚の産卵期から推察してセスジボラ

L‘zαcα丁顔α雄（CUVIER　et　VALENCIENNES）　の可能性もあるが、こ・ではボラ科に入れておい

た。カマス科魚類の稚仔魚は4～10月に出現する。

　14，サバ亜目　Scombrina
　本亜目にはサバ科Scombridae、マカジキ科Hi　st　iophor　idae、メカジキ科Xiphiidae、ク・タチ

カマス科Acinaceidae、タチモドキ科Lepidopidae、タチウオ科Trichiuridae、シイラ科CQr－

yphaenidae、アマシイラ科Luvaridae、シマガツオ科Lepidotidae、ベンテンウオ科Pteracli－

daeおよびハタァジ科Elephenoridaeなどがあり、このうちの多くの魚類は回遊性で、しかも尾柄がや

せ形で強硬な尾鰭を備える。また、出現した卵・稚仔魚および出現期は、サバ科のカツオ　Kα孟測ωo賜s

pe♂α煽s（LINN亘）稚仔魚が9～12月、ソウダカツオ属魚短εの卵・稚仔魚が6～9月、ゴマサバ

Sco励θ7雄pe動ocθ彿α♂％8PLEEKER卵・稚仔魚が1～5月、マサバSco舶θ7麺po痂c総HOUTT－

UYN卵・稚仔、魚が5～7月である。

　マカジキ科のバショウカジキ班ε孟♂o励o働807ぢe窺α♂6ε（TEMM．et　SCHLる）稚仔魚が7～10月で、

主に8月に出現するが採集数は少ないQ

　クロタチカマス科魚類で属種不明の稚仔魚は比較的低温期の10月から翌年3月にわたって出現する。

　タチウオ科のタチウオT7∫c配灘雛♂e餌解％8LINNE卵・稚仔魚は5月から翌年3月まで長期にわたっ

て出現するが、卵の出現には7～8月と11月にピークがみられる。稚仔魚は7～8に主として出現する。

　シイラ科のエビスシイラCo矧p加eηαeg％みθ彦‘8LINN旨　稚魚は8～11月、シイラ¢o矧p加θπαん6－

pp解麗、LINN危　卵は主に5～8月、稚仔魚は周年にわたって出現するが、6～8月の時期にシイラ稚仔

魚の全出現個体数（年間を通じて）の約80％を占める。

　15．　アジ亜目　　Carangina

本亜目にはアジ科Carangidae、クロアジモドキ科Formi　idae、ヒイラギ科Le　iognathidae、ア

クタウオ科Lactariidae、ギンカガミ科Menidαe、およびスギ科Rachycentridaeなどが属する。

　これらのうちで出現した卵・稚仔魚とその出現期は、アジ科のムロアジPecα卿7幡m％70α4ε♂（TEMM

et　SCHL．）稚仔魚が1～4月、ムロアジ属1）θcα脚畑8の1種（マルアジZ）εcαp置ε7粥㎜7甑d8δ（T一
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EMM．e　t　SCHL♪？）の卵・稚仔魚が6～11月で、卵・稚仔魚とも7～8月に全出現個体数（年間を通じ

て）の約80％が出現する。

　マアジTrachurus　japonicus（TEMM．et　SCHL）卵は1～6月で、主に2～4月に出現し、全出

現個体数（年間を通じて）の約90％をこの時期で占める。稚仔魚は1～9月に出現し、2～3月で全出現個

体数（年間を通じて）の約30％、5～6月で約60％を占め、この種の稚仔魚は春季に多く出現することを示

している。

　カイワリ属磁7α雛の稚仔魚は4～8月にまれに出現するにすぎない。ヒラマサSe¢ZoJα側7eo∂鶴αめ

TEMM．et　SCHL．稚仔魚は5～6月にまれに出現する。この種の稚仔魚はブリおよびカンパチなどによく

似ているが、頭と体は尾端部を除いて黒色胞が密であり、また背鰭条に出現する黒色素胞がブリおよびヵン

パチ稚仔魚の黒色素胞群と異なって、第2背鰭と腎鰭の基底外縁に沿って黒色素胞列帯となって現われてい

るので容易に区別できる。

　ブリSeT∫oJα・σ砺勧麗7αdぎα雄TEMM．et　SCHL．卵は2～5月、稚仔魚は3～7月に出現する。この

魚の稚仔魚は4～5月ごろ流れ藻に付いて生活をおくっているが、この時期に全出現個体数（年間を通じて）

の90％以上が採集される。

　カンパチSer　io　la　purpurascens　TEMM．et　SCHL稚仔魚は出現期が長く、ブリ稚仔魚と同時期

に出現して10月頃まで見られる。この種の出現盛期は夏季で、この時期，に全出現個体数（年間を通じて）の

約60％が採集される。

　アィブリSe幅o’加α　顔虎7撹e♂6α（TEMM．et　SCHL）およびブリモドキ　Nα％CT碗e8弟d‘c麗

CUVIER　et　VALENCIENNES稚魚は6～8月に出現するが、出現個体数は少なく、周年を通じていづ

れも1～2尾程度である。

　ヒイラギ科魚類の稚仔魚は8～9月に、ごく沿岸域で出現するが採集個体数はきわめて少ない。

　16．イボダイ亜目　Stromateina

　本亜目にはウロコイボダイ科Te　tragonuぬdae、タカベ科L＆bracogl　oss　idae、イボダイ科S　t　r－

omat　e　i　dae、エボシダイ科NQme　i　daeおよびマナガッオ科Pampidaeなどがあり、これらのうちで出

現する種類とその時期は、タカベ科のタカベLα67αco40ssααTgθ漉」∂e冠7応PETERS稚仔魚が10月か

ら翌年2月、イボダイ科のイボダイP8eπops殉απo㎜♂α（TEMM　et　SCHL．）稚魚が7～8月、エボシ

ダイ科のハナビラウオ1cあc％3pε’館c認πs　（LUTKEN）、エボシダイNo盟e㍑8αZ6認α　（MENSCHEN）

稚仔魚および近縁種の稚魚がともに5～9月に出現する。以上述べた種類でタカベを除く他の稚仔魚はクラ

ゲの1種であるかソオノエボシP加8α‘6αP妙sα♂殆漉7ゴc鋸％8LA　MARTINIERE　とともに共生して

いるのか、同時に採集されることが多い。

　17．　スズキ亜目　Percina

　本亜目にはハタンポ科Pempher　idae、ハタハタ科Tr　i　chodont　idae、，イシダイ科Oplegnathidae

ヒメジ科Mullidae、アカタチ科Cepolidae、アマダイ科Branchiostegidae、キツネアマダイ科

Malacanthidae、テンジクダイ科Apogonidae、マツダイ科Lobotidae、チビキ科Emmelicht，h－

yidae、キントキダイ孝斗Priacanthidae、ユゴイ不斗Kuhliidae、ホタルジャコ不斗Acropomidae、

ムツ科Pomatomidae、カワビシャ科Histiopteridae、クロマス科Centrarchidae、スズキ科

Serranidae、タナバタウオ科Plesiopidae、トゲタナバタウオ科Acanthoclinidae、メギス科

Pseudochrom　idae・トゲメギス科Pseudogrammidae、二べ科Sciaenidae、キス科S　i　l　lagi－

nidae・メジナ科Girellidae、イスズミ科Kyphosidae、タカサゴイシモチ科Ambassidae、クロ

サギ科Gerridae、タイ科Sparidae、フエフキダイ科Lethrinidae、フエダイ科Lutjanidae、　チ

ョウセンバカマ科Banjosidae、イシフエダイ科Aphareidae、イトヨリダイ科Nemipteridae、

メイチダイ科Pentapodidae、タカサゴ科Caesionidae、イサキ科Pomadasyidae、シマイサキ科
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Theraponidae、ゴンベイ科Cirrhitidaeおよびタカノハダイ科Aplodactylidaeなどがある。これ

らの大部分の幼・成魚は岩礁および砂泥底を主生息域としているが、卵および稚仔魚時代には反対に表層生

活をおくるものが多い。

　本海区の外洋水域にもこの種類の卵および稚仔魚が多種類出現する。

　ハタンポ科のハタンポPθ即舵7み拘poη♂c粥D6DERLEIN稚仔魚が8～10月、イシダイ科のイシダイ

Op億g照彦加8毎3cJα施8（TEMM，et　SCHL）卵・稚仔魚が5～8で、その出現盛期は7～8月であ

る。イシガキダイOpZθ9πα襯％s　p財ηc施施8（TEMM．et　SCHL）稚仔魚は4～6月に流れ藻に付適し

ており、流れ藻とともに採集される場合が多い。ヒメジ科のヒメジUpθ舵弼bεπsα8ε（TEMM．et

SCHL．）卵・稚仔魚は3～12月に出現し、卵は6～7月が最も多く全出現個体数（年間を通じて）の約90

％をこの時期で占める。また、稚仔魚がおもにみられるのは8～10月で、この時期に全出現個体数（年間を

通じて）の約70％が採集される。アマダイ科のアカアマダイB7απc雇os陀g雛ノαPo痂c鉱s（HOUTTU－

YN）稚仔魚が8月にまれに出現する。テンジクダイ科のテンジクダイ属Apogon稚仔魚は7～10月に、マ

ッダイ科のマツダイLoδo孟θ8S解融％π8誌　（BLOCH）稚仔魚は8～9月に出現するが、ともに採集

数は希少である。ムッ科のムツSco励70p8δoop8　（HOUTTUYN）稚仔魚の出現期は1！月から翌年の4月

で、おもに2～3月に出現個体数が多い。スズキ科のスズキL碗eo’面7砿ノαpo短cπs（CUVIER）およ

びハタ亜科Epinephel　inaeに属する稚仔魚は！0～12月に出現するが、スズキ稚仔魚の出現はまれである。

キス科のキスS沼αgo　sゴ肱㎜（FORSK入L）卵および稚仔魚の出現期は5～10月でその出現盛期は7～

8月である。メジナ科のメジナ属G6γe‘1α　卵・稚仔魚は10月から翌年の6月頃まで出現し、1！～12月に最

も多く、この種の稚仔魚の出現個体数は本海区の外洋水域に出現する魚類のうちでは多い部類にはいる。イス

ズミ科のイスズミ1動擁08％s♂e”め1麗　（CUVIER　et　VALENCIENNES）およびテンジタイサギ働P一

加鋤8c魏εm8cθη8（FORSK入L）稚仔魚は6～11月に出現し、おもに8～10月に多い。タロサギ科魚類

の稚仔魚は6～10月の間で、おもに8月’に出現する。タイ科のチダイE7ッπ痂s担po福cαTANAKA稚仔魚

は10月から翌年の3月の間で、おもに11～12月に出現する。クロダイMのo糀αc70cε擁α‘％5　（BASI－

LEWSKY）卵・稚仔魚は5－8月の間に出現し、出現盛期は卵で6月、稚仔魚は6～7月である。マダイ

Cん解80p暦那㎜ゴoγTEMM．et　SCHL，卵・稚仔魚は5～7月に出現するが個体数は卵・稚仔魚ともき

わめて少ない。

　フエダイ科の1種と思われ鰭の第2棘および腹鰭の棘が著しく延伸している稚仔魚が6～8月にまれに出

現する。

　シマイサキ科のシマイサキ丁舵mpoηo」σ∬妙ηc勉8TEMM．e　t　SCHL．卵と思われる卵径0・8～0・gmm

油球1個を有するものが6～8月に出現する。稚仔魚の出現期は6～11月の間で、8～9月が最も多く全出

現個体数（年間を通じて）の約90％がこの時期に出現する。

　タカノハダイ科のタカノハダイGoπお8潟％820πα施s（CUVIER　e　t　VALENC　I　ENNES）　卵・稚仔

魚の出現期は10月から翌年の3月で、卵・稚仔魚とも1！月から翌年の1月まで間が最も多く、この時期で全

出現個体数（年間を通じて）の90％以上を占める・

　18．　ワニギス亜目　Trachinina

　本亜目にはトラギス科Paraperc　idae、ホカケトラギス科Bembropidae、ベラギンポ科Tr　i　cho－

notidae、ソコアマダイ科Owstonidae、アゴアマダイ科Opisthognathidae、　メダマウオ科

Bathymasteridae、ワニギス科Champsodontidaeおよびタロボウズギス科Chiasmodontidae
などがある。これらのうち、ワニギス科のワニギスCんα盟ρεodoη8η』ydθ7δFRANZ卵・椎仔魚は1！月から

翌年5月までの間に出現し、卵は4月を中心に、稚仔魚は11～12月を中心に出現する。今のところ本亜目の

魚類のうちではワニギス以外には判明していない。
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　19．　ミシマオコゼ亜目　Urano　s　cop　i　na

　本亜目にはミシマオコゼ科Uranoscopibaeの1科5属があるが、この属のうちで出現するのはアオミ

シマ属のアオミシマ G照疏αgπ謝eZoηgα施s（TEMM．et　SCHLJ稚魚とその近縁種の2種類があり、

9～12月に稀に出現する。卵は属種は判別し難いが本科に属すると思われる卵径L5～2．Ommで卵膜の全表

面に微小亀甲模様のある油球（径0．1mm以下のもの）多数を有するものが5～1！月の間に出現する。この卵

はあるいは水戸（1966）が報告しているミシマオコゼU7απ08co郷s拘po幅c帽HOUTTUYN卵の可能性

も考えられるが、こ・では科に入れておいた。

　20．ネズッポ亜目　Calliopymina

　本亜目にはイナカヌメリ科Dracone　t　t　idae、とネズッポ科Cal　l　ionymidaeが属し、このうちで本

海区の外洋水域に出現するのはネズッボ。科魚類の卵・稚仔、魚で5～12月である。

　21．　イカナゴ亜目　Amm　ody　t　i　na

　本亜目にはタイワンイカナゴ科Bl　eeker　idae、イカナゴ科Ammodyt　idaeおよびシワイカナゴ科

Hypoptychidaeなどが属し、このうち、イカナゴ科のイカナゴ・4m糀odッ詑8pe780π碗㍑sGIRARD

卵・稚仔魚が11～4月に、紀伊水道域、紀南沿岸域および海部沿岸域に出現する。しかしその出現数は内海

域にくらべるときわめて少ない。

　22，ギンポ亜目　Bl　enni　ina

　本亜目にはヘビギンポ科Tripterygiidae、アサヒギンポ科Cl　inidaeおよびイソギンポ科Blenn－

i　idaeなどが属し、これらの魚類の大部分は幼・成魚期に潮だまりや海岸の干潮線付近または岩礁の間に

生、曹、しているが、稚仔魚期にはかなり沖合で表層生活をおくるもののようである。

　イソギンポ科のイソギンポBZeηππ麗ッ碗α6εδJORDAN　et　SNYDER稚仔魚が5～11月、ナベカ

0肌の7απc加8θ‘θgα総（STEINDACHNER）稚仔魚が7～8月、ニジギンポDα880π轍s8駕彪s

（JORDAN　et　SNYDER）稚仔魚が4～12月に出現する。ニジギンポ以外にも本科に属する種名不詳の

稚仔魚は数種類あるがこれらの出現はまれである。

23．アシロ亜目　Ophidiina

　本亜目にはイタチウオ科Brotu　l　idae、アシロ科Ophidi　idaeおよびカクレウオ科Carap　idae　など

がある。これらのうちで出現する魚類はイタチウオ科魚類で、6～7月と10～12月に日向灘および薩南海域

でまれに出現する。

　24．　ハゼ亜目　　Gob　i　i　na

　本亜目にはカワァナゴ科Eleotridae、クモハゼ科Gobi　idaeおよびワラスボ科Taenio　ididae　な

どがあり、クモハゼ科のシロウオLe包cops碗oπpe言e786HILGENDORFとクモハゼ科の属種不明の数種

類が本海区の外洋水域に出現する。これらの出現時期は6～12月で、沖合域よりもむしろ沿岸域での出現が

顕著である。

　25．　スズメダイ亜目　Pomacentrina

本亜目にはカワスズメ科Ci　chidaeとスズメダイ科Pomacentridaeがあり、本海区外洋水域に出現す

る稚仔魚はほとんどスズメダイ科魚類に属するものである。出現時期はスズメダイC射o漉sπo鰯鰐

（TEMM。et＼SCHL）では8～11月（稀に5月）である。ソラスズメダイPo㎜ce財物s　co♂θ8彦応

JORDAN　et　STARKSは8～11月、オヤビッチャ・4δ％de∫d鴛／∂碗9陀η部8（QUOY　et　GAIMARD）

は5～12月で、夏～冬季にわたって出現する。これらのうちではオヤビッチャが最も多い。
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　26．ベラ亜目　Labrina

　本亜目にはベラ科Labridaeとブダイ科Scaridaeが属し、本海区外洋水域にも両科に属する卵およぴ

稚仔魚は出現するが属種は末だ不明である。出現時期はベラ科魚類の卵で4～ll月、稚仔魚が6～8月、お

よび11～12月である。ブダイ科魚類の卵が5～7月にごく沿岸域で出現するが、この魚の卵はカタクチィワ

シ卵に酷似したや・紡錐形（長径1．3～1．6mm、短径0．5～0．6mm）で油球（径0．15～0．17mm）1個を有し

ている。

　カタクチイワシ卵とブダイ科に属する魚の卵の判別は油球の有・無によって容易に区別できる。また、ヵ

タクチイワシ卵が距臨岸100浬付近まで採集されるのに対し、ブダイ科に属する魚の卵はごく沿岸域でのみ

採集される。このことはこれらの成魚の生息領域を示唆しているといえよう。

　27．チョウチョウウオ亜目　Chaelontina
　本亜目にはヒメツバメウオ科Monodac　ty　l　idae、テッポウウオ科Toxo　t　idae、スダレダイ科Dre－

panidae、マンジュウダイ科Ephippidae、ッバメウオ科Platacidae、カゴカキダイ科Scorpid－

idae、ヒシダィ科Antigoniidae、チョウチョウウオ科Chaetodontidae、クロホシマンジュウダィ

科S　catophagidae、ッノダシ科Zanc　l　idaeおよびニザダイ科Acanthur　idaeなど多くの熱帯性の魚

類が属する。

　これらのうち本海区外洋水域に出現する稚仔魚の種類および時期は、カゴカキダイ科のカゴカキダイ

M記70cαπ疏π8訂幅g碗甥s（CUVI．et　VALE凡）が7雪12月、ヒシダイ科のヒシダイM6c70cαπ地％s

θ孟7砂α如s　（CUVL　e　t　VALEN。）が8～10月、チョウチョウウオ科魚類のトリクチス期（Tho　l　i　ch－

thyS　stage）の稚魚が7月、ニザダイ科魚類のケリス期（Keri　s　stage）稚魚が6月で、これまで

の採集場所は土佐沖、日向灘および薩南海域などである。

　チ．ウチ．ウウオ科魚類の幼期にはトリクチス期と称される時期があり・この時期の幼・稚魚の形態は成

魚と異なって頭部の骨格のある部分が異常に発達して骨板又は棘を有する（松原・1955）。本海区外洋水域に

みられたものは頭部が骨板状を呈している。

　ニザダイ科魚類の幼期にはケリス期とアタロヌルス期（Acronurus　s　t　age）があり、この時期の幼・

稚魚の形態は成魚と異なり背鰭と轡鰭の前鰭（棘条）が著しく延長し、また、腹鰭は長い1棘で代表されて

いる。これらの各棘はともに鋸歯を有している。

　松原（1955）によるとアク・ヌルス期はク・ハギ属君c伽抗％働8・サザナミハギ属αεη・c加e施sおよ

びヒレナガハギ属Z、bア、、。㎜の幼期で、体にうろこがないことと体の表面に垂直方向に走る多数の平行細

線がある。また、ケリス期はテングハギ属ぬ80の幼期で、体は著しく高くかつ側扁し、顎から肛門にかけ

ての外郭は急峻で、体に鱗があること、また、アクロヌルス期同様に体の皮膚に垂直細線が規則正しく並ん

でレ、ることが特徴としてあげられている。本海区外洋水域にみられたのはケリス期のものでテングハギ属魚

類の稚魚と思われる。

28．アイゴ亜目　Siganina
本亜目にはアイゴ科Si　ganiaaeの1科1属13種が属するが、このうち、本海区外洋水域に出現する卵お

よび稚仔魚はアイゴ醜gα儲8∫麗ce8ceπs（HOUTTUYN）卵が6～8月に、稚仔魚は7～10月の間で8

月を中心として出現する。

　29．　モンガラカワハギ亜目　Balistina
本亜目にはべ功ワムキ科Triacanth・didae、ギマ科Triacanthidae・モンガラカワハギ科

Bal　i　S　t　idae、ヵワハギ科Aluter　idaeおよびウチワフグ科Tr　iodont　idaeなど、一般に体が卵形又

は長楕円形で側扁して大きな第一棘を有する種類が多い。これらのうちで出現する卵および稚仔魚とその時

期は、モンガラカワハギ科のモンガラカワハギβ画8旙c・π5卿伽解BLOCHetSCHNEIDER稚
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仔魚がヱ0～11月、アミモンガラCα冠hδ虎7禰8ro施雇碗％ε（PROCE）稚、魚が6～11月、サメハダモン

ガラCα撹旭de7伽8㎜c漁施8（BLOCH）稚魚が9月、モンガラカワハギ科魚類で属種不明の稚魚が8

～9月に出現する。カワハギ科魚類の出現期は、カワハギS舵ρ加ηo♂ep6s　c〃7配プεπ　（TEMM．et

SCHL）稚魚が4～11月、ヨソギ説ep加πo弛Pお拘po毎c包8［（TILESIUS）　稚魚が8月、アミメハ

ギR掘α7謡8θ7codes　JORDAN　et　FOWLER稚魚が6～12月、ウスバハギA♂漉e7砺況omce708
（LINN三）稚魚が4～8月、ソウシハギ配％詑7％8sc7ゆ施ε（FORSTER）稚魚が7月である。これら

の他にカワハギ科魚類の稚魚が5～10月の間に出現するが、このグループのうちにはウマズラハギN卿odoπ

　隅o虎s施s　（GぴNTHER）稚魚が含まれている可能性もある。

　以上述べた本亜目の成魚は日本中部以南・琉球・台湾の広い水域の海岸に生息していることが知られてい

るが、稚仔魚期にはほとんどのものが流れ藻の下に集って表層生活を長期間にわたっておくっている。

　30．ハコフグ亜目　Ostrac　iont　ina

　本亜目にはイトマキフグ科Aracan　idaeとハコフグ科Os　trac　i　ont　idae　があるが、このうちで本海

区外洋水域に出現する種類はハコフグ科のウミスズメLαc彦07ぬ出仰加π％8（BLOCH　et　SCHNEID－

ER）稚仔魚があり、出現時期は9～10月の間で採集数はきわめて少ない。

　31．フグ亜目　Tet　raodont　ina

　本亜目にはフグ科Tetraodont　idaeとノ＼リセンボン科Di　odont　idaeがあり、このうち本海区外洋水

域に出現する魚類の卵・稚仔魚とその出現時期は、フグ科魚類のサバフグLαgocθ擁認螂伽照7狛

（BLOCH　et　SCHNEIDER）稚仔魚が5心9月（主に7～8月）である。また、同科の属種不明卵が周

年にわたってみられ、稚仔魚は5～12月に出現する。

　ハIJセンボン科魚類ではハリセンボン疏odoπんo♂αcαη♂加s　LINN倉稚魚がまれに9月頃に出現する。

　32．カジカ亜目　Cottina
　本亜目にはフサカサゴ科Scorpaen　idae、オニオコゼ科S”ance　i　idae、ハオコゼ科Congi　opodi－

dae、ギンダラ科Anoplopomidae、アイナメ科Hexagrammidae、ウバコチ科Parabembridae、

アカゴチ科Bembridae・コチ科Platycephal　idae、ハリゴチ科Hoplichthyidae、カジカ科Co－

ttidae、ウラナイカジカ科Psychrolutidae、トクビレ孝斗Agonidae、タテトクビレ不斗Aspidoph－

oridae、ホゥボウ科Triglidaeおよびキホウボゥ科Peristedi　idaeなどがあり、このうちで出現す

る魚類の卵・稚仔魚とその出現時期は、フサカサゴ科のメバルSθ6α8疹csぬe7煽8CUVIER　et　VAL－

ENCIENNES稚仔魚が2～5月、メバル属Se加8陀sの種名不詳の卵が11～12月、また、稚仔魚はほ・“周

年にわたっている・ミノカサゴP彪70ぎs’㈱配αめTEMM．e　t　SCHL．稚魚がまれに8月にF、ヒレナガガ

サゴ．Nθ08eδα8孟θεe冠α鏡8JORDAN　et　STARKS稚仔魚が6月、フサカサゴ科魚類で属種不明の稚仔

魚が7～11月に出現する。

　アイナメ科のアイナメHe鵜g7α㎜鴉080雄腕ぢJORDAN　e　t　STARKS稚魚が12月から翌年3月、とく

に1～2月の間に出現が顕著である。

　コチ科魚類では属種不明の稚仔魚がまれに7月および11月にみられる程度である。

　ホウボウ科のホウボウlCんθ’認o短c醜妙s施m％（LESSON　et　GARNOT）　卵・稚仔魚は8月から翌

年4月までで、とくに11～12月に出現個体数が多い。このほかに本科に属すると，思われる属種不明の稚仔魚

が6～12月に出現する。

33・セミホウボウ亜目　Dactyloplerina

本亜目にはセミホウボウ科Cephal　acanthidaeの1科4属が含まれ、このうち本邦近海で出現してい

る魚種は2属3種であるが、本海区外洋水域に出現する稚魚はこの種類のうちではホシセミホウボウ
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／

Dαぎcoc螂pθ孟ε78e痂（NYSTROM〉のみで6～11月に出現する。

34．カレイ亜目　Pleuronectina
　本亜目にはコケビラメ科C　i　thar　idae、ヒラメ科Bo　thi　dae、およ一びカレイ科Pl　euronect　idae

などがあり、このうちで、本海区外洋水域に出現する卵・稚仔魚とその出現時期は、ヒラメ科のヒラメ

Pα7αZ♂c配勧s　o♂砂αce鴛8　（TEMM．et　SCHLJ稚仔魚が2～7月、ヒラメ科魚類の属種不明稚仔魚が

7～12月、ダルマガレイ属Engyprosopon稚仔魚（種名不詳）が10月から翌年1月までである。

　カレイ科のメイタガレイP♂θ解o痂c配妙s　co7η碗％8（TEMM．et　SCHL．）稚仔魚が12月から翌年1

月まで、カレイ科魚類の属種不明卵および稚仔魚が6～12月の間に出現する。

　35，　ウシノシタ亜目　Soleina

　本亜目にはササウシノシタ科So　l　e　idaeとウシノシタ科Cynogl　oss　idae・があり、このうちで、本海区

外洋水域に出現する卵」稚仔魚とその出現時期は、ウシノシタ科魚類のみ判別しており、それも科の段階ま

でである。この科の卵・稚仔魚は3～12月まで長期間にわたってごく沿岸域で出現する。

36．タラ亜目　Gadina

本亜目にはチゴダラ科Moridae、タラ科Gadidaeおよびサイゥオ科Bregmacerot　idaeなどがあ

り、このうちで、本海区外洋水域に出現する稚仔魚とその時期は、サイウオ科のサイウオB7θg㎜ce708

ルpo勉c％s　TANAKA稚仔魚が7月から翌年！月までである。

　37．アンコウ亜目　Lophiina

　本亜目にはアンコウ科Lophi　idaeの1科3属5種があり、荘れうの魚類の成魚は深海を生息鎖域とし、

体は著しく縦扁した頭部と大きな口を備え、棘条背鰭のうち、前方の3～4本は分離して頭部にあって触手

状をなしている。この亜目のうちで、本海区外洋水域で出現する稚仔魚とその時期は、アンコウ属のアンコ

ウLo吻o規％88e涜gε7麗　（VAHL）が5～7月、属種不明の近縁種が7～10月の間に出現する。

　38．　イザリウオ亜目　Antennariina

　本亜目にはイザリウオ科Antennar　i　idae、フサアンコウ科Chaunac　idaeおよびアカグ・ソ科Onco－

cephal　idaeなどがあり、これらの魚類は体が側扁型、円形および縦側扁型をなして鱗がなく、第1背鰭

は1本（稀に2本）の吻上棘条かあるいはその後方に2本の太い離棘を有している。また、これらの魚類の

大部分は成魚期には日本中部以南・琉球・支那海各地の沿岸に生息しているが、幼・稚魚期には流れ藻に付

随して表層生活をおくることが知られている。導のうちで本海区外洋水域に出現する稚魚はほとんどのもの

がイザリウオ科のハナオコゼ島θ70p肋皿e配s爾o（LINN丘）で、その出現時期は4～7月で、主に5

～6月頃に流れ藻から採集される。

m　魚卵・稚仔魚出現期の季節による類型化

　前項において南西海区外洋水域に出現する魚卵・稚仔魚の出現個体数の多少による順位ならびに出現時期

などについて検討したが、各魚種について出現期を整理するといくっかの特徴ある類型化を行なうことがで

きる。これらの出現期の特徴から各々の魚類の産卵期ならびに表層生活期の推移を明らかにすることは、そ

の種の産卵生態や補充機構などを究明する上に重要なことである。
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　これまで九州沿海から紀南沿海にわたる南西海区外洋

水域で、表層びき稚魚、網で採集された魚卵・稚仔魚で判

明したものの出現時期について類型区分を行なうと第2

図に示すように、（1）．秋季の表層水温の下降期から冬季

の最低水温期をへて春季の上昇期にいたるや・長期間

（8ケ月〉にわたって魚卵・稚仔魚が出現するA型（冬

中心型）、（2）．周年を通じて出現し、表層水温が高くな

る夏季を中心に大きなPeakが出現するB　o型（春夏中

、ら・周年型）、（3）。冬季にかけて表層水温が上昇する時期

を中心に出現するB1型（春中心型）、（4）。夏季を中心

に比較的短期間に出現するB2型（夏中心短期型）、〔駄

表層水温が高温期から徐々に下降期に向う秋季を中心に

出現するC型（秋中心型）などに類型化されよう。

　これらの出現型をもつ種類のうちで代表種と考えられ

る魚種（A型：マイワシ・サンマ、Bo型；カタタチイ

ワシ、B1型：マアジ・サベ類、B2型1ソウダカツオ

類、C型：ネズミギス）について、卵・稚仔1えい網当

たりの平均採集個体数を示したのが第3図である。
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　以上の5類型の各々について、これまで述べた本海区外洋水域に出現する魚類のうちの主要なものをまと

めると次のとおりである。

　A型（冬中心型）：ウルメイワシ・マイワシ・アユ・チダイ・サンマ・サギフエ・ボラ・ムツ・メジナ・

タカノハダイ・タカベ・アイナメ・スズキなどがある。更にこのA型で、秋季から冬季の間に出現するかソ

ォ・タチカマス類・ハゼ類・カゴカキダイ・サイウオなどがあり、冬季から春季の間に出現するキュゥリェ

ソ・イカナゴなどが含まれる。

　B。型（春夏中心周年型で、1峰の出現ピークを見せる）：カタクチイワシが、この型の代表種である。

この魚は春季から夏季にわたって大きな1峰と秋季に小さな1峰を形成することもある。

　B、型（春中心型）：マアジ・サバ類・ブリなどがこの型に属する。

　B，型（夏中心短期型）；コノシロ・サヨリソウダカツオ類・マルアジ・カマス類。バショウカジキ・ク

ロダイ・マダイ・イシダイ・イサキ・ホシセミホウボウ・ツクシトビウオ・アリアケトビウオ・ハゴロモト

ビゥォ・ホソァトビ・ダルマトビなど多くのものが含まれている。

　C型（秋季中心型）：この型の典型的な代表魚種はネズミギスと言えよう。この種の成魚は亜熱帯水域の

比較的深海に生息していて多獲されることはないが、稚仔魚時代は表層生活を長期間にわたって送り、南は

台湾近海から北は東北海域にまで及んでいる（小達＝1967、通山・松田：未発表・カツオ胃内容物調査）。

このほか、この型に近いテンジクイサギ・ヒメジ・テンジクダイ・クロサギ類などがある。

N考　　　　察
　南西海区外洋水域とその隣接海域における稚仔魚の出現状況については、内田・道津（1958）が、黒潮上

流域の対馬暖流水系の主要な出現種として、ウルメイワシ・カタクチイワシ・ネズミギス・オキエソ・サン

マ・トビウオ類・サギフエ・マサバ・シイラ・マアジ・ブリ・イシダイ・ヒメジ・スズキ・メジナ・タカノ

ハダイ・イカナゴ・ニジギンポ・カワハギ・メバル・アイナメ・ホウボウなど24種を報告している。また、

黒潮下流域の東海区水域から以北について服部（1964）が、マイワシ・ウルメイワシ・カタクチイワシ・サ

ンマ・サバ類・マアジ・ブリ・スケトウダラ・ネズミギス・ハダカイワシ類・トビウオ類・タカベ・タカノ

ハダイ・シイラ・ホッケ・ヨコスジカジカなどの本邦漁業主要漁獲対象種16種を採集個体数の多いものとし

て報告し、また、更に黒潮下流の末端域である東北海区水域を中心とした表層びき稚魚網で採集個体数の多

い魚種として、小達（1967）はカタクチイワシ・サンマ・ススキハダカ・アラハダカ・マサバ・十腕目幼生

タカベ・アイナメ科・マアジ・マイワシ。イソギンポ科0ハダカシラス・ネズミギス・ベラ科●ナガハダか

ホクヨゥハダカ属・サギフエ・メバル属・トビウオ科・タカノハダイ属・マガリハダカ・イカナゴ・ボラ・

アナゴ科・カワハギ科・ヒメジ属・ブタハダカ・エボシダイ科・ブリ属（主としてブリ）・エソ科・異体類・

メジナ属・シイラなど33種をあげている。

　以上述べた隣接海域のうち、太平洋黒潮流域を包含する東海区水域および東北海区水域と本海区外洋水域

に出現する魚類稚仔魚の上位6種類の魚種組成と同定しえた稚仔魚の全採集個体数のうちに占める割合をみ

ると、南西海区外洋水域では、カタクチイワシ74，3％、ネズミギス9．2％、ヒメジ類2。7％、サンマL4％

サギフエおよびマイワシがともに1．3％などで、東海区水域では、カタクチイワシ49。2％、サンマ13・3％、

ネズミギス7．7％、スズキハダカ5．0％、タカベ4．8％、およびホッケ2・7％である。また・東北海区水域

では、カタクチイワシ71．5％、サンマ約5％、ススキハダカ約4％、アラハダカ約4％、マサバ約3％、お

よびタカベ約2％などである。いづれの水域ともカタクチイワシが全採集個体数の半数以上を占めている。

　しかし、2位以下の魚種組成によると、各々の水域の特徴が表われているように思われる。すなわち、南

西海区外洋水域は南方高温系に属するネスミギス・ヒメジ類およびサギフエなどが主体で、これらに混って

北方低温系に属するサンマ・マイワシなどもみられる。

東海区水域は北方低温系に属するサンマ・タカベ・ホッケなどとともに、南方高温系に属するネズミギス

も混在し、南西海区外洋水域同様、両系に属する多くの魚種の成育水域であることを示唆している。

　東北海区水域は、サンマ、マサバ、タカベなど、主として北方低温系魚類で占められている。しかし、南

一67一



方高温系魚類のマアジ・ネズミギス・サギフエなどの採集個体数は少なくはない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　　　　約

　1954年1月から1968年3月までの期間に、南西海区の外洋水域で表層びき丸稚A網によって採集された資

料のうちから6，63姫の採集物について、種類の判明した魚卵・稚仔魚の整理分類を行なって、本海区の外

洋水域に出現する種類と出現時期ならびに季節による出現種類の類型化などについて検討した。

　1．南西海区の外洋水域に出現した魚卵・稚仔魚の種類は、科・属の段階を含めると魚卵が43科51種類、

稚仔魚が84科174種類で、両者を含めた総出現種類では86科176種類に達した。

　2．種類の判明した魚卵・稚仔魚の総出現個体数のうちでは、カタクチイワシが最も多く、卵は総出現個

体数の72．2％、稚仔魚は74．3％を占めている。次に多い魚種は、卵ではウルメイワシで6．3％、稚仔魚では

ネズミギスで9．2％である。

　3．出現した魚種の季節的出現傾向から出現期の類型区分をすると次の5型に大別される。

　A型：秋～冬～春季のや・長期間にわたり、主に冬季を中心に出現するもので、マイワシ・サンマ・メジ

ナ・タカノハダイなどがこの型に属する。

　B。型二周年にわたって出現し、春夏中心に大きな出現ピークと秋季に小さな出現ピークを形成するもの

で、カタタチイワシがこの型の代表種である。

　B，型：春～夏季の間で主に春季を中心に出現するもので、マァジ・サバ類などがこの型に属する・

　B、型；夏季を中心に短期間出現するもので、ソウダかソオ類・マルアジ・オシダイなどがこの型に属す

る。

　C型：秋季を中心に出現するもので、ネズミギスがこの型の代表種である。

一68一



　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　　　　　献

内田恵太郎（1941）魚卵の生態、海洋の科学、1（3）、9～6

　　　　　（1943）魚類の生活史概説、海洋の科学、3（10）、427～436

水戸敏（1961a・b）日本近海に出現する浮游性魚卵一1．III．九大農学芸誌、18（1）、71～94．、18（3）、

　　285～310

内田恵太郎・道津喜衛（1958）対馬暖流水域の表層に現われる魚卵・稚魚の概説、対馬暖流開発調査報告書

　　第2輯、水産庁、3～65

　　　　　ほか8名（1958）日本産魚類の稚魚期の研究一1．九大農、水産学第二研究室、8gp

今井貞彦（1956）日本産トビウオ類の特徴と検索、鹿大水紀要、5、91～102

　　　　（1959、60）日本近海産トビウオ類の生活史の研究一1、II、鹿大水紀要、7、1～86．，8、8～

　　46

水戸　敏（1966）日本海洋プランクトン図鑑（7）、魚卵・稚魚、74P。東京1蒼洋社．

千田哲資（1962a・b）隠岐島近海における魚卵・稚魚の出現について一1、II．日生態会誌、12（4）、152

　　～157．，12（5）、163～166

深滝　弘（1959〉日本海産重要魚卵・稚仔の周年にわたる出現および生態について一II。日水研　研究報告

　　（7）・．17～42。

沖山宗雄（1965）佐度海峡に出現する魚卵・稚魚の出現に関する予察的研究、日水研研究報告、〔15）、14～37

服部茂昌（1964）黒潮ならびに隣接海域における稚魚の研究、東海水研　研究報告、（40〉、1～158

野村星二（1959）1956～1957年の日向灘に於ける稚魚の出現及び分布状況について、南海水研　研究報告、

　　（10）、48～62．

松田星二（1966）〆日向灘及びその周辺海域における魚卵・稚魚の出現に関する2・3の考察、南海水研研

　　究報告、（23〉、1～30・

小達　繁（1961、62a・b，1967）東北海区における稚魚の研水一IV、東北水研　研究報告、（19）、98～108

　　㈲、94～105、（21〉、63～70、⑦7）、61～75

松原喜代松（1955）魚類の形態と検索　1－HI、1版1605P．東京；石崎書店

内田清之助・ほか（1957）日本動物図鑑、19版、1899P．東京；北隆館

通山正弘・松田星二（未発表）枕崎におけるかソオの胃内容物調査資料（1959～1961）

一69一



Suborde　r，Fami　Iy，　Genus，Species

1．　Clupeina　　　　　ニシン∫匝目

　1．　Dorosomatidae　　　コノシロ禾斗

　　　　κoη08げ銘s　p観c参α施s　（T．　et　s，）

2・　Dussumieridae　　ウルメイワシ禾斗

　　　　E抄脚氾θ嬬盟6c70P％s　（T．et　s．）

3．　Clupeidae　　　　　ニシン不斗

　　　　3α曜彪oρ8糀ε」απσ3琵ωα（T．e亡S．）

　4．　Engrauiidae　　　　カタタチイワシ禾斗

　　　　E冗9γα誠8脚・π‘cα（H〔）uTTUYN）

2．　GonOrhynchina　　　　ネズミギス亜i目

　1．　Gonorhynch　i　dae　　ネズミギス禾斗

　　　　Goηoγんツπcん冠sαbδγθv♂α施s　（T．　et　s．）

3．　Salmonina　　　　　　サケ亜目

　1．Plecoglossidae　アユ科
　　　　Pイ㏄08Jo8甜εα〃～γθμ3　／T．et　S．）

4．　S亡om拾tina　　　ワニトカゲギス亜．目
　1，　GonostQmatidae　ヨコエソ不斗
　　　　Goη08孟o窺α　9‘αc己♂e　（GσNTHER）

　　　　σツo∫o彦んoηθ窺Jo7040η　（GONTHER）

　　　　￥α？・7e‘‘α　　sp．

　　　　蜘鴛7・♂ぢC財εノαP・短CπεISHIKAWA

　2、　StQmiatidae　　　ワニトカゲギス科

　　　　S虚o隅ぬsαブμ㍑8GONTHER

　3、　Astrones　thidae　　　トカゲハダカ科
　　　　君s彦γoπes孟んεε　SPP．

　4，　Idiacanthidae　　　ミツマタヤリウオ科
　　　　醸αc㈱勧εPαηα腕e嬢εREG．etTRE，

5，　胡yctophina　　　　　ハダカイワシ亜目

　L　　　Synodontidae　　　　　　　エ・　’ノ　　禾斗

　　　　丁7αcん狐OCepんα伽s耽yOP8　（S　CHNEIDER）

　　　　Sα鴛7認α施規δ堀　（BLOCH）

　　　S脚認αε♂・π8蜘（T．etS．）

　　　Synodontidae　Gen．　　spP．

2，　Myc亡ophidae　　　　 ハダカイワシ不斗

　　　万ygOP勧フπTeじ魏α？ぜ克　（LUTKEN）

　　　1）ごoge短c爾ん』yε臨彦e㈱α施8　（GARMAN）

J夏P㌶A盟」，JムSO耳D

コノシロ∠じ一
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［
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ワニトカゲギス

・一一鳳”　　　トカゲハダカ属

ワニエソ

トカゲエソ

オキエソ
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　　AI　l　Species　name　of　fish　eggs　and　｝arvae　occured　and　there　frequency　by　month。

　　　　　　　　　　　　　　　　　こニコ　：　Eg9一＝　LarVae
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Suborder，　Famユ1y，　Genus，　Species

　　　　ハ4ツc参oPん駕？氾　cα‘6ブo働‘θ7Lse　EIGE．et　E　IGE，

　　　　躍．αfμηθ　（LUTKEN）

　　　　M．8伽・8㍑窩（STEINDAcHNER）

　　　　M．076θ窺α陀　（GILBERT）

　　　　C2η茜70δ7απcん包5ηガ970－ocd’α孟膨s　（GσNTHER〉

　　　　P‘αPん艇s　SPP．

　　　　Lα蹴解πツc彦財S　SPP，

　　　　Myctophidae　Gen．spp．

6．　Anguillina　　　　　ウナギ亜目

　1．　Congridae　　　　アナゴ科
　　　　砺πcん・c脚6απツ謝・煽（JoR，etSNY．）

　　　　Congridae　Gen．　spP．

　2．　OphichthidaeGen．spp。ウミヘビ科

　　　　Ophichthidae　Gen．spp．

　　　　Anguillina　spP．

7．　Belonina　　　　　　　ダッ亜目

　1．　Scombresocidae　　サンマ科
　　　　σo’o‘αδおsα砂α　（BREvoORT〉

8，　Exocoetina　　　　　トビウオ亜目

　1，　Hemiramphidae　　サヨリ科

　　　　He賜齢α窺Pん％s　sαノo悔　　（T．et　S．）

　　　　11θ煽7α即妬8sp．

　2・　Oxyporhamphidae　　サヨリトビウオ科

　　　　0α，ツpoデんα観刀ん％8糀ぎcγOP彦e7％s皿記70餌θ働3

　　　　　　　　　　　　　　（Cuv．etVAL．）

　3，　Exocoetidae　　　トビウオ矛斗

　　　　Pαγθ劣ocoe施ε観2航o耀窺o　（VALEN，）

　　　　翫。C。伽S鴉。π。C‘勲麗（RICHARDSON）

　　　　島7e」gocoe施εbγαCんッがε7％8（RIC・）

　　　　CツP3e爾鴛s厩一8dδdeT‘伽以STEIN・

　　　　C．　　　0がε疏OP％s配丁α琵　ABE

　　　　C．　　　s言α7κs‘　ABE

　　　　C。　や。2c6卿触8（C鰍etVAL・）
　　　　Pず08幅cん疏ツsα800　（T，et　S・）

　　　　P．　　　sθα‘θε　ABE

　　　　肋翻cん吻ε鰐cepんα嬬（BLEEKER）

　　　　　Exocoetidae　Gen．　spp。
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Suborder，Family，GenusラSpecies

9．　Aulostomina　　ヘラヤガラ亜目

　L　Fistulariidae　　ヤガラ科
　　　　Fぢs施‘α万αpe島堀δαLAC丘P丘DE

　2，　Macrorhamphosidae　サギフエ科

　　　　ハ拓αc707んα濡伊んos駕s8co‘OPα即　（LINN自）

10．Syngnathlユa　　　　 ヨウジウオ【巨目

　1，　Syngnathidae　　　　ヨウジウオ不斗
　　　　Coθ’oπo施8あα3P‘s　（BLEEKER）

　　　　Sン陀9％αむ加88c配θσθ琵KAUP

　　　　Syngnathidae　Gen．　spp．

11．Berycida　　　キンメダイ目
　1．　Holocentridae　　　イットウダイ科

　　　　Ho‘ocθη艀征8εpJ冗08♂s86四包s　T。et　S．

　　　　Holocentridae　Gen．spp．

12。　Trachipterina　　　　フリソデウオ亜目

　1．　Trachipteridae　　　フリソデウオ不斗

　　　　丁7αcんゆ詫7駕S　SPP．

13．Mugilina　　　ボラ亜目

　1．　Atherinidae　　　　トウゴロイワシ禾斗

　　　　、4μαηe鑓αδ’eeκθ7♂（GeNTHER）

　　　　〆猛んθガoηθ’ッ規艇8　JoRDANet　STARKs

　2，　Mugilidae　　　　　ボ　ラ　科

　　　　M冠9梶cepんα彪s　LINN白

　　　　Mugihdae　Gen．　sp．

　3，　Sphyraenidae　　カマス科

　　　　Spんツ7αθηαPぬ9痂εGUNTHER

　　　　Sp妙¢αθπαsp。

14．Scombrina　　　サバ亜目

　LScombridae　サバ科
　　　　κα彦8μ祝りη冠8Pθ」α？耽3　（LエNN重）

　　　　〆1％」σ∫s　　　　sp。

　　　　Sco”めe7孟αpe彪ocθPんα伽εBLEEKER

　　　　Sc・励θηαp翻欄Hou買UYN

　　　　　（Sco励e7SPP．）

　2，　Histiophoridae　　　マカジキ科

　　　　疏枷・Pん・7㍑8・7乙副α」し3（T．etS．）

JFMAMJJASOND
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SubDrder，Family，Genus，Species 」翌M　A瓢」　」　A　S　Q　N　D

3．　Acinaceidae　　　クロタチカマス科

　　　Acinaceidae　Gen．　spP．

4．　Trichiuridae　　　　タチウオ考斗

　　　丁76cん吻％8’曜蜘sレINN巨

　　　Trichiuridae　Gen．　sp．

5，　Coryphaeni己ae　　　シイラ弄斗

　　　C。7ツ伽eπαe幅3齢LINN直

　　　C。7卿eπα脚即sLエNN危

15．　Carangina　　　　　アジ亜目

　1．Carangidae　 アジ不斗、
　　　∂θ卿枷s繊7・αd8以丁・etS・）

　　　　ρθcαP診e7包s　　sp・

　　　　T7αc加7畑α卿c％3（T．etS・）

　　　　Cα7αηoc　eg嘱‘αT。et　s・

　　　　Cα7αη30り　SPP．

　　　　Se幅Q‘αα％惚o祝麗α臨　 丁．et　S．

　　　　S。　　　9編閃秘e7αゐα診α　T．et　S・

　　　　S．　郷醐α8cθπs　T・etS・
　　　　Sθπo‘♂α6雇e7勉eぬα　　（T．et　S．）

　　　　ハ履％c7ωε3顔4‘c駕8Cuv．etVAL・

　　　　Carangidae　Gen．　spP．

　　　　CんOT紐θ鵬ωε07θ財απε　（T．et　S，）

　2．　Leiognathidae　　　　ヒィラギネ斗

　　　　Lεぎ・9剛加s　sp。

16．Stromateina　　　イボダイ亜目
　1、　Labracoglossidae　　　タカベ科
　　　　L伽c。9‘。83αα7ge漉雀eπ旙PETERSIS

　2、Str。mateidae　　イボダィ科
　　　　P3eη。麟απ・剛α（T・etS・）

　3．　Nomeidae　　　　エボシダイ科

　　　　1c撫s卿μc漉s（LOTKEN）
　　　　N耀％sα」蝕‘α　（MENSCHEN）

　　　　Nomeidae　Gen．sp．

17．Percina　　　　　スズキ亜目
　1，　Pempheridae　　　　ハタンポ科

タチウオ

クロタチカマス科魚類　一■』』一

シイラ

タチウオ科魚類
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イケカツオ
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　　　エボシダイ科魚類
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Suborder，Fami　ly，Genus，Species

　　　Pe顧eπ8ノαP・π‘C質s　D6DERLEIN

2．Oplegn銀hidae　　　　イシダイ科
　　　0μ29πα孟勧s　fαscぬ識ε　（T．et　S・）

　　　0μegπ碗加s　p㍑冗cεα施s　（T．et　S・）

3．　Mullidae　　　　　ヒメジ不斗
　　　Upeηθ甥s　6eηsα5∫　（T。　e亡S，）

　　　Upeηe包s　　sp・

4，　Branchiosteg過ae　　　　アマダイ科
　　　B7α漉。8彦θ9財SノαP画C㍑8（H・げ買UYN）

5，　Apogonidae　　　テンジクダイ科
　　　、4pogoπ’顔θα施ε　（T，et　s・）

　　　砺ogoηsp．

6．　LobQtidae　　　　　マツダイ科
　　　Lo60孟e8s祝丁ぢ犯皿εηs‘s　（BLQCH）

7．　Pomatomidae　　　　　　ム　ツ　科
　　　Seo惚δ70P5わoops　（HouTTuYN）

8，　Serran董dae　　　　　スズキ科
　　　勧e。励7αコ。ノαP・幅cπs（Cuv【ER）

　　　Epinepheユinae　Gen．　　spp．

9．S∬免9顔認αe　　キス禾斗
　　　S泥‘αgo　s読α盟α　　（FORSK且L〉

10．　Girellidae　　　　　メジナ禾斗

　　　α7θμαp％ηcむα孟α　GRAY

　　　σどヅeμα　　sp．

11，　Kyphosidae　　　　　　イスズミ不斗

　　　KツPんo側8陀蹴加8　（CUVI．etVALEN，）

　　　K．　　c厩7α8ceηs（FORSK入L）

12．Ge　rridae　　　　　タロサギ科
　　　σθヅ7θεノαpo毎oz’3BLEEKER

　　　G．　　oツeηα（FORS略L）

13．SParidae　　タイ添斗
　　　Ev坦痂8ノα20蕩cα　TANAKA
　　　Mツ頁o伽αcTocθPんα」秘s　（BAsILEwsKY）

　　　Cん7ツsOPん7』ys　伽αノ07　T．et　S．

　　　Sparidae　Gen．　sp．

14．Lutjanidae　　　フエダイ科

　　　Lut　j　anidae　Gen．　spP．

JF盟AMJJASOND
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　　　　　　　Sub・rder，Fとm且y，Genus，SpecieS

　　15．Pomadasyidae　　　　イサキ科
　　　　　　PαTαP7‘s梶po卿α艀6島九θα言膨㎜　（THUNBERG）

　　16，Theraponidae　　　　　シマイサキ科
　　　　　　丁五θ丁叩oれoニロy7妙ηc加3T。et　S．

　　17・Aplodactylidae　　　　タカノハダイ科

　　　　　　G・漉8漉82・η伽8（Cuvl，etVALEN．）

　　　　　　σoπ琵ε彦ぬε2e占7α　　（D6DERLEIN）

　18，Trachinina　　　　　ワニギス亜目
　　L　Champsodontidae　　　　ワニギス孝斗

　　　　　Cんα即s・伽ε瞬副FRANZ

　19，Uranoscopina　　　　ミシマオコゼ亜目

　　L　UranOscopidae　　　ミシマォコゼ科
　　　　　Gπα疏α9π衡　　e’oπ9α飽s　（T．et　S．）

　　　　　Uranoscopidae　Gen．　sp。

　20，Callionymina　　ネズッポ亜目

　　L　caUionymidae　　　ネズッポ科

　　　　　cα臨oπ卿鉱8SPP．

　21、Ammodytina　　　　イカナゴ亜目

　　L　Ammodytidae　　　　イカナゴ科
　　　　　・4”z腕odツ彦θ3Pε780ηα魏3　GIRARD

　22，Blermiina　　　　　ギンポ亜目

　　L　　Blenniidae　　　　　イソギンポ科
　　　　　BJ　eππ6％8　ッα置α6e6　　J　ORDAN　et　SNYDER

　　　　　O刎・δ枷σ傭ε」eg螂（STEINDACHNER〉

　　　　　恥ss・腐デ・ssぬs（J・RDANetSNYDER）R）

　　　　　Blenniidae　Gen。　spp．

23．Ophidiina　　　　　アシロ亜目
　1，　Brotulidae　　　　　イタチウオ科

　　　　Brotuhdae　Gen．　sp．

24，Gobiina　　　　　　ハゼ亜目
　L　　Gobiidae　　　　　　　　クモハゼ科

　　　　五e7κoρ3α7め％ρ2孟θ75ガ　HILGENDORF

　　　　G・biidae　Gen．SPP，

25．Pomacentrina　　　スズメダイ亜目

　1・　Pomacentridae　　スズメダイ科
　　　　σん70鴉εsπo彦α勧s　（T．et　s．）

）

J　F　M　A　M　J　J　A　S　O

イサキ　ー一＜≡』

シマイサキ

N　　D

　［　　50％

　0

　50％

　　　　タカノハダ’イ

ー一剛，　ミギマキ

ワニギス科魚類

◎

ネズッポ属魚類

アオミシマ＿＿』■』』．＿

ミシマオコセ科、魚類一

イソギンポ

イカナゴ

く

ニジギンポ
ナベカ　＿

イタチウオ科魚類

イソギンポ科魚類　　一

クモハゼ科魚類

シロウオ

．＿＿4』』

スズメダイ
＿4■』一．。 。．一4■■」＿＿＿
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Suborder，Family，Genus，Species

Po㎜cεπ彦7祝8coeJes琵8　JOR．etSTA．

・4δπdθブdπブγα‘9‘e冗訂s　　QuoY　etGAIMARD）

Pomacentridae　Gen．　spP。

26，　Labr加a

　1．　Labridae

　　　　Labridae

　　　ベラ亜目

　　　ベ　ラ　科
Gen．　SPP．

　2・　　Scaridae　　　　　　　ブダイ不斗

　　　　Scaridae　Gen．　sp．

27、ChaetQdontina　　　チョウチョウウオ亜目

　L　Scorpididae　　　カゴカキダイ科
　　　　雌c7・cαη伽ε餅ゆ施8（C四1．etVALEN，）

　2．　Antigoniidae　　　ヒシダイ科
　　　　・4窺‘go幅αcαP70s　LOWE

　3・　Chaetodontidae　　チョウチョウウオ科

　　　　Chaetodontidae　Gen．　sp．

　4・　Acanthurfdae　　　ニザダイ不斗

　　　　Acanthuridae　Gen．　sp。

28・Siganina　　　　　アイゴ亜目

　1，　Siganidae　　　アイゴ科
　　　　Sゆ冗％s海8cθ8c鰯（HOUTTUYN）

29．Balistina　　　　　モンガラカワハギ亜目

　1．　Balistidae　　　　モンガラカワハギ矛斗
　　　　Bα島s彦θ8coηspぢc甜」祝糀BLO，etSCH，

　　　　Cαπ襯6dθ丁賜6s70施寵α施s　（PR6CE〉

　　　　Cα雇ん‘〔∫eヅ魏‘s㎜c㍑‘αε％8　（BLOCH）

　　　　Balistidae　Gen．　spP．

　2．　Aluteridae　　　　カワハギ不斗
　　　　S陀pんαπo乙θ餌s　c〃地ゲθT　（T．et　s．）

　　　　S．　　　岬翻c財s（TILESlus）
　　　　R磁α丁臨s　e7codθs　JoRDAN　etFowLER

　　　　∠4彪孟e拠εmoπocθγos　（LINN自）

　　　　イ4．　　　　　　8cアゆ施ε　（FORSTER）

　　　　Aluteridae　Gen．　spp，

30．Ostraciontina　　　ハコフグ亜目

　L　Ostraciontidae　　ノ￥コフク牙斗
　　　　Lαc孟o幅α面αPんαηus　（BLO．etSCHN，）

31，　Tetraodonti血a　　　　　フグ亜目

　1．Tetraodontidae　フグ不斗
　　　　LαgocθPんα‘膨s　Jπ兇α76ε　（BLO．etSCHN，）

　　　　Tetraodontidae　Gen．　spp．

JFMAMJJASOND
［
50％
　0

50％

ベラ科魚類

ソフスズメダイ軸」61■■■■』』＿＿＿一＿一

オヤー＿＿＿スズメダイ孝斗魚、業質　　一

ブダイ科魚類　∠＝＝＝＝二＝Σ一

カゴカキダイ

ヒシダイ　」■■』＿＿＿

チョウチョウウオ科魚類

ニザダイ科魚類

アイゴ
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Suborder，Fami　ly，Genus，Species

　2．　Diodontida69　　　ハリセンボン禾斗

　　　　1）ぢodoηんo‘αcα彫1L㍑8　LINN自

32．C。ttina　　F　カジカ亜目
　1，　Scorpaenidae　　　　フサカサゴ科
　　　　Sεδαsε8s　‘πθ丁皿∫s　　Cuv．　et　VALE，

　　　　Seδαsむ68　　　SPP、

　　　　Pむθ7065‘鵬招αヵα　T。et　S．

　　　　／Ve。εeδα鹿8θ伽濡JOR、etSTA・

　　　　Scorpaenidae　Gen．　　spP．

　2．Synanceiidae　　オニオコゼ科
　　　　1幅鵬♂c％s∫αpo毎c総　 Cuv1・etVALEN・

　3．　Hexagrβmmidae　　アイナメ科
　　　　Hθ㎜97α瓢s伽版」・R・etSTA・

　4．　Platycephalidae　　　　コ　チ　不斗

　　　　platyGephalidae　Gen．　sp，

　5，　Trighdae　　　　　ホウボウ科
　　　　Cんθ‘認o幅cん疏ツsκπ皿％　（LES．etGAR・））

　　　　Triglidae　Gen．　spp，

33．Dactylopterina　　　セミホウボウ亜目
　1．　CephalaGanthidae　　セミホウボウ不斗
　　　　　Pα6c。c麗卿¢73廊（NYSTR6M）

34，　PleuroneGtina　　　　　カレイ璽i目

　1．　Bothidae　　　　　　ヒラメ禾斗
　　　　　Pα7α翻cん地ツs　o琵γαce膨s　（T，et　S・）

　　　　　paralichthinae　Gen．　sp．

　　　　　助P7・s・Pσ甲αη伽肱㎜（T・etS・）

　　　　　Eπ9ツP70sopoπ　　SPP・

　2　　pleuronectidae　　　　カレイ禾斗
　　　　　PJe批70痂c配んツ3com漉雛　　（T．et　S・）

　　　　　Pleuronectinae　Gen，　spP・

35．Soleina　　　　　　ウシノシタ亜目

、．Cyn。gl。ssidae　》シノシタ科

　　　　Cynoglossidae　　Gen．　spP・

36．Gadina　　　　　　タラ亜目

　1，　Bregmacerotidae
　　　　BTeg瓢cθ7・sノαP・πぬsTANAKA

」 FMAMJJASOND
ハリセンボン　ー

一』■』＿∠ニノレ
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　0

50％

フサカサゴ科魚類
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Suborder，Family，Genus，Species 」 F　　賊 ム　　皿　　J　　J　　A s 0 N D

37．

　1．

L・phiina　　　　アンコウ亜目

　Lophiidae　　　　　　　　　　アンコゥ科

E50％
　050多

L・P配・灘83顔8θ7π3　（VAHL） アンコウ
一
アンコウ科魚類

38．

　1，

　　LQphiidae　Gen．　sp．

Antemariina　　　　　イザリウオ亜目

　Antennariidae　　イザリウオ科
ハナオコゼ

』一Re70Pん堪θん」8醜・（LINN丘）

製Month
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a．（魚

　　APPENDIX　TABLES

　　　　　Number・findividunals・ffisheggsandlarvaebym。nth。

卵）　　Eggs　（April1966to　March1968）

属　　　　種
個 体 数

1月　2月　3月　4月 5月 6月　7月　8月 9目　1Q月 11月 12月
計

コ　　　　ノ　　　　シ　　　　ロ1 0　　　0　　　0　　　0 0 64　　　20　　　11 1　　　0 O o 96

ウ　ル　メ　イ　ワ　シ 1082，3282，966　326 41 100　　　3　　　64 1　1，759 7，g69 296 15，961

マ　　　イ　　　ワ　　　シ 206　　258　　805　　659 3 0　　　0　　　0 0　　511 ユ，316 11 3，770

カ　タ　ク　チ　イ　ワ　シ 26312，37717，4054，128 38，966 35，79340，49034，273 2，8765，812 192 189 192，734

キ　ュ　ウ　リ　エ　ソ 21　　　6　　270　　42 o 0　　　0　　　0 0　　　0 O 0 337

ワ　　　　ニ　　　　エ　　　　ソ 0　　　0　　　0　　　0 5 7　　　48　　　81 0　　　26 0 9 176

ト　　カ　　ゲ　　エ　　ソ 0　　　0　　　0　　　0 118 92　　110　　394 2　　　0 0 o 716

エ　　　　ソ　　　　科 0　　　1　　　2　　　3 3 31　　64　　428 24　　27 22 2 607

ダ　カ　イ　ワ　シ　科 2　　　0　　　1　　　2 8 9　　　5　　620 1　　　0 29 4 681

ア　　ナ　　　ゴ　　科 11　　13　　44　　33 7 17　　　59　　776 11　　19 32 51 1，073

ウ　　　　ヘ　　ビ　科 1　　283　　137　　18 7 83　　119　　34 8　　　25 20 10 745

ウ　　ナ　　ギ　亜　　目 7　　168　　286　　14 1 ll　　　O　　　O 16　　23 1 2 529

サ　　　　　ン　　　　　マ 3　　　5　　　2　　　48 o 0　　　0　　　0 0　　　0 1 0 59

サ　　ヨ　　リ　　属 O　　　O　　　O　　　O 3 13　　　0　　　7 36　　　0 0 0 59

サ　ヨ　リ　ト　ビ　ウ　オ 0　　　0　　　0　　　0 1 1　　　0　　　13 0　　　0 0 0 15

ト　　ビ　　ウ　　オ　　科 0　　　0　　　0　　　2 3 8　　　7　　　5 8　　　1 o o 34

ア　　カ　　ヤ　　ガ　　ラ 0　　　0　　　1　　　6 126 164　　　2　　117 0　　　0 0 0 416

7　　リ　ソ　デ　ウ　オ 9　　　34　　　10　　　17 39 61　　　10　　　23 6　　　8 9 12 238

ソウ女カツオ属 0　　　0　　　0　　　0 366 892　　512　　88（｝ 2　　　2 G G 2，654
サ　　　　　　　　　属 47　　123　　470　　188 98 176　　　87　　　0 0　　　0 0 0 1」89
ゴ　　　マ　　　サ 2　　52　　194　　90 8 10　　　0　　　0 0　　　0 O O 356

マ　　　　　サ 0　　　0　　92　　20 498 1，925　　26　　0 0　　　0 0 0 2，561

タ　　　チ　　　ウ　　　オ 5　　　3　　　0　　　2 24 4　　　2　　　27 9　　　72 113 55 316

シ　　　　イ　　　　　ラ 1　　10　　16　　26 57 259　　42　　224 2　　　7 0 17 661

ムロアジ属（マルアジ，） 0　　　0　　　0　　　0 0 10　　109　　385 0　　　0 0 0 504

マ　　　　　　ア　　　　　　ジ 69　　186　　838　　162 259 272　　121　　88 0　　　0 O 0 工，995

ブ　　　　　　　　　　　リ 2　　　0　　　0　　　0 0 14　　　0　　　0 0　　　0 0 0 16

イ　　　シ　　　ダ　　　イ 0　　　0　　　0　　　D 38 29　　164　　298 0　　　0 0 0 529

ヒ　　　　　　メ　　　　　　ジ 0　　　0　　　0　　　0 171 2，020　848　299 0　　　0 o 0 3，338

ス　　　　　ズ　　　　　キ 1　　　1　　　1　　　0 0 0　　　0　　　0 0　　　0 Q 1 4

キ　　　　　　　　　　ス 0　　　0　　　0　　　0 0 260　　177　　338 0　　　0 O o 775

メ　　　　　ジ　　　　　ナ 129　　118　　306　　67 74 O　　　O　　　O 0　　919 16．35 87 3，335

チ　　　　　ダ　　　　　イ 11　　　0　　　0　　　0 0 0　　　0　　　0 0　7，795 1 9 7，816

ク　　　ロ　　　ダ　　　イ 0　　　0　　　0　　　0 362 5，972　4826，3GO Q　　　（） Q Q 13，176

マ　　　　　ダ　　　　　イ O　　　O　　　O　　　O 1 0　　　0　　　0 0　　　0 0 0 1

イ　　　　サ　　　　　キ 0　　　0　　　0　　　0 0 0　　　0　　　35 O　　　O 0 0 35

シ　マ　　イ　サ　キ　　？ Q　　　O　　　O　　　Q 0 20　　　21　　856 0　　　0 0 0 897

タ　カ　ノ　　　　ダ　イ 27　　22　　12　　　0 Q 0　　　0　　　0 0　　　75 274 88 498

ワ　　　ニ　　　ギ　　　ス 1　　　0　　　0　　5G3 30 O　　　O　　　O 0　　　0 1 2 537

シ　マ　オ　コ　ゼ科 0　　　0　　　0　　　0 8 4　　　0　　　8 9　　　9 6 o 44

ネ　　ズ　　ッ　ポ　属 工　　　0　　　0　　　7 8 132　　142　　141 39　　　14 16 0 500

ベ　　　　ラ　　　　科 4　　20　　　1　　15 4 1，225　　38　　114 8　　　2 77 2 1，510

ブ　　　ダ　　　イ　　科 0　　　0　　　0　　　0 51 70　　　7　　　0 0　　　0 O 0 128

ア　　ィ　　ゴ　　科 0　　　0　　　0　　　0 0 144　　　0　　18 0　　　0 0 0 162

カ　　ワ　　　　ギ　　科 O　　　Q　　　O　　　O 6 16　　　4　　　6 0　　　0 O 0 32

フ　　　　グ　　　　科 1　　　4　　　9　　　12 54 180　　68　　139 18　　　20 23 2 530

メ　　　　　　ル　　属 0　　　0　　　Q　　　O 0 0　　　0　　　0 0　　　0 2 O 2

ホ　　　ウ　　　ボ　　　ウ 13　　　14　　　3　　　2 1 O　　　O　　　O 0　　　17 212 1 253

〆　イ　タ　ガ　レ　イ 0　　　4　　　1　　　Q Q 0　　　0　　　G G　　　G 1 G 6

カ　　　レ　　イ　　科 3　　　11　　　0　　　0 0 41　　　3　　　3 0　　　1 1 3 66

ウ　シ　ノ　シ　タ　科 0　　　0　　　2　　　3 99 186　　132　　25 4　　　62 13 0 526
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b、　（稚仔魚）　Larvae（lanuary1954to　March・1968）

個 体 数
計属　　　　種

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月　　9月 10月 11月 12月

コ　　　ノ　　　シ　　　ロ G 0 0 0 0 1 10 12 0 0 0 0 23

ウ　ル　　メ　イ　ワ　シ 7 12 142 0 0 0 0 0 Q 7 128 42 338

マ　　　イ　　　ワ　　　シ 44 1，102 1，039 14 38 0 0 0 o 4 507 60 2，808

カ　タ　ク　チ　イ　ワ　シ 3，322 7，87523，54632，66125，17124，02012，61012，1303，224 6，516 8，365 3，434 162，874

ネ　　ズ　　　　　ギ　　ス 0 o 0 0 0 2 197 3，9989，985 3，532 2，531 396 20，641

ア　　　　　　　　　　　ユ 2 0 0 0 0 o 0 0 0 0 2 2 6

ヨ　　　　コ　　　　エ　　　　ソ 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 3

オ　　ニ　　　　　ダ　　カ 1 1 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0 2

キ　ュ　ウ　リ　エ　ソ 0 0 2工9 O 0 0 0 0 O 0 o 0 219

ワ　ニ　ト　カ　ゲ　ギ　ス 9 0 0 0 0 0 0 Q 0 0 0 0 9

ト　カ　ゲ　ハ　ダ　カ o 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2

、ツマタ　ヤ　リ　ウ　オ 0 0 6 0 0 1 0 0 0 0 0 0 7

オ　　　キ　　　エ　　　ソ 2 3 0 0 5 4 2 8 13 13 16 23 89

ワ　　　　ニ　　　　エ　　　　ソ 0 0 0 Q O 0 1 1 0 O 1 0 3

エ　　　　ソ　　　　科 3 3 1 3 2 14 36 24 28 33 68 20 235

ド　ン　グ　リ　ハ　ダ　カ O 0 0 0 0 0 Q 0 1 0 0 0 恥

イ　　タ　　　　ダ　　カ 1 Q 0 0 01 Q 0 1 0 0 0 0 2

ナ　　ガ　　　　　ダ　　刀 0 1 0 2 7 0 0 54 0 0 0 0 64

ス　ス　キ　ハ　ダ　カ 4 13 5 6 76 0 0 13 4 3 O 17 工41

イ　ハ　ラ　ハ　ダ　カ 0 0 0 0 26 Q 0 1 0 0 0 0 27

ア　　ラ　　　　　ダ　　カ 0 0 o 0 0 o o 0 o o 9 16 25

ウ　　ス　　　　　ダ　　カ 6 10 6 2 6 0 4 1 2 3 1 4 45

ブ　　タ　　　　　ダ　　カ 0 0 0 0 3 0 20 21 22 1 2 2 71

ダ　カ　イ　ワ　シ 0 0 0 12 2 0 工 0 1 2 0 12 30

セ　ツ　キ　ハ　ダ　カ 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

ナ　　レ　ハ　ダ　カ ヱ σ o 0 o 0 o σ 0 b o （｝ 1

ト　ン　ガ　リ　ハ　ダ　カ 0 0 0 0 0 8 22 38 0 1 8 0 77

ハダカイワシ科（1－5型） 72 36 19 20 24 31 70 208 54 40 28 58 660

ギ　　ン　　ア　　ナ　　ゴ Q o 0 01 G 0 0 0 0 0 42 4 46

アナコ科のLept〔1－5三1「ll 1 86 8 3 1 0 6 5 29 10 6 25 180

ウ　　ナ　　ギ　　亜　　目 4 o 2 o 8 6 ユ8 30 7 26 14 ］1 ユ26

ウミヘビ科のLept〔1～3型） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 2 7

サ　　　　　ン　　　　　マ 273 950 404 242 66 1 1 O 0 0 333 733 3，003

サ　　　　　ヨ　　　　　リ 0 Q 0 O 3 18 51 95 45 3 1 0 216

サ　　ヨ　　リ　　属 0 0 0 1 1 5 0 5 15 0 0 0 27

サ　ヨ　リ　ト　ビ　ウ　オ o σ 0 o σ o 4 o 0 0 o o 4

ツ　マ　［1　ト　ビ　ウ　オ O 0 0 O o o D 6 0 o 0 0 6

バシ　ョ　ウ　ト　ピ　ウ　オ 0 0 0 0 0 1 0 0 1 5 1 0 8

・ゴロモ　ト　ビウ　オ 0 0 0 2 12 12 12 21 8 1 1 0 59

ア　リアケ　ト　ピ　ウ　オ 0 0 0 0 O 3 1 4 0 0 Q 0 8

マ　　ト　ビ　ウ　オ 1 2置 2 o 〔） o o 3 2 D o o 10

ホ　　　ソ　　　ト　　　ビ 0 0 0 2 2 5 1 1 0 0 0 0 11

ッ　ク　シ　ト　ビ　ウ　オ 0 0 0 0 0 9
『
1
3 3 1 0 0 O 26

ア　ヤ　　ト　ピ　ウ　オ 0 o 0 Q 1 0 6 16 0 9 0 ⊥ 33

ト　　　ビ　　　ウ　　　オ 0 1 1 工 4 42 1 21 1 2 2 2 78

ダ　　ル　　マ　　ト　　ビ o 0 o 0 1 5 5 8 5 1 o o 25

ホ．ソ　ア　オ　　ト　ピ 0 0 0 0 1 9 75 24 9 0 2 Q 120

トビウオ科（1－3型） 5 2 3 3 20 52 165 56 36 54 9 5 462

ア　　カ　　ヤ　　ガ　　ラ 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2

サ　　　ギ　　　フ　　　エ 608 810 656 187 0 G 0 0 0 2 59 559 2，881

イ　ツ　セ　ン　ヨ　ウ　ジ 0 0 0 o O o 1 0 e 0 0 0 1

ヨ　　ウ　　ジ　　ウ　　オ o 0 0 0 0 1 5 1 o 2 0 0 9

ヨ　ウ　ジ　ウ　オ亜科 0 0 0 Q 0 o 0 2 o 0 1 0 3

イ　ツ　　ト　ウ　ダ　イ 0 0 0 0 o 2 1 2 1 0 0 0 6
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個　　　　　　　　　体　　　　　　　　　数
計属　　・　種

1月　　2月　　3月　　4月　　5月　　6月　　7月　　8月　　9月　10月　11月　12月

イ　ッ　トウ　ダ　イ　科 0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　8　　0　　0　　0　　G 8

フ　　リ　ソ　デ　　ウ　　オ 0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　1　　0　　4　　1　　G 6

トウゴロ　ウ　イ　ワ　シ 2　　　　　　7　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　3　　　　　　0　　　　　　Q　　　　　　4　　　　　　G 16

ム　　ギ　　イ　　ワ　　シ O　　　　　G　　　　　O　　　　　O　　　　　（｝　　　　　0　　　　　2　　　　　2　　　　　G　　　　　O　　　　　O　　　　　O 4

ボ　　　　　　　　　　　ラ
0　　　　　　4　　　　　　4　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　Q　　　　　　Q　　　　　　O　　　　　　O　　　　　28　　　　362　　　　　55 453

ボ　　　　ラ　　　　科 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　G　　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 10

ア　　カ　　カ　　マ　　ス 0　　　　　　0　　　　　　Q　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　O　　　　　76　　　　　　　1　　　　　　3　　　　　　0　　　　　　0 80

カ　　》　　ス　　属 0　　0　　0　　1　　2　　23　　51　　10　　13　　4　　Q　　O 103

カ　　　　　ツ　　　　　オ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　　1　　　　　　2 7

ソ　ウ　ダ　カ　ツ　オ　属 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　45　　　　　47　　　　　54　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 146

ゴ　　　マ　　　サ　　　バ 0　　　　　　0　　　　　26　　　　　36　　　　　　7　　　　　　3　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 73

マ　　　　　サ 0　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　1　　　　　20　　　　　18　　　　　　5　　　　　10　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 55

サ　　　　　　　　　属 13　　　　　37　　　　223　　　　243　　　　175　　　　　21　　　　　　5　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 7工7

バ　シ　ョ　ウ　カ　ジ　キ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　21　　　　　39　　　　　15　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　0 76

メ　　　カ　　　ジ　　　キー
0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　1　　0　　0　　0　　0 1

クロタチカマス科 0　　0　　1　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　1　　0 2

タ　　　チ　　　ウ　　　オ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　3　　　　　　0 7

エ　ビ　ス　シ　イ　ラ 0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　1　　　　　　　2　　　　　　　0　　　　　　　1　　　　　　　0 4

シ　　　　　イ　　　　　ラ 0　　　　　　2　　　　　　1　　　　　　3　　　　　14　　　　　32　　　　　39　　　　　64　　　　　11　　　　　　7　　　　　　　1　　　　　　1 175

マ　　　　ル　　　　ア　　　　ジ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　5　　　　　10　　　　　61　　　　　　6　　　　　　1　　　　　　1　　　　　　0 84

ム　　ロ　ア　　ジ　属 2　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 3

マ　　　　　ア　　　　　ジ 19　　　　147　　　　199　　　　170　　　　260　　　　　89　　　　　71　　　　　81　　　　　73　　　　　32　　　　　72　　　　　　1
P
1
，
214

カ　　　イ　　　ワ　　　リ D　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 4

カ　　イ　　ワ　　リ　属 0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　D　　10　　G　　O　　O 10

ヒ　　　ラ　　　マ　　　サ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　　1　　　　　　2　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　0 4

ブ　　　　　　　　　　　リ 0　　0　29　m　456　52　　4　　0　　d　O　　O　　O 652

カ　　　ン　　　パ　　　チ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　1　　　　　19　　　　　29　　　　　17　　　　　82　　　　　24　　　　　24　　　　　　0　　　　　　0 196

ブ　　リ　　モ　　ド　　キ 0　　0　　0　　0　　0　　1　　0　　0　　1　　0　　0　　0 2

アジ科（1－3型） 0　　　　　　2　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　8　　　　　　4　　　　　12　　　　　17　　　　　　3　　　　　　2　　　　　　1　　　　　　0 50

イ　　ケ　　カ　　ツ　　オ 0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　3　　　　　　　7　　　　　　　3　　　　　　　0　　　　　　　0 13

ヒ　　イ　　ラ　　ギ　　科 O　　O　　O　　O　　O　　O　　O　　1　　0　　0　　0　　0 1

タ　　　　　カ　　　　　ベ 1　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　5　　　　　74　　　　　　0 81

イ　　　ボ　　　ダ　　　イ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　2　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 3

ハ　ナ　ビ　ラ　ウ　オ　』 0　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　　　2　　　　　2　　　　　2　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　　　G 6

エ　　ポ　　シ　　ダ　　イ 0　0　0　0　0　1　1　1　0　0　0　0’ 3

エ　ボ　、シ　ダ　イ　科 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　3　　　　　　3　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 7

タ　　　ン　　　ポ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　Q　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　3　　　　　　0　　　　　　4　　　　　　0　　　　　　0 7

イ　　　シ　　　ダ　　　イ Q　　　　　　　O　　　　　　　O　　　　　　　O　　　　　　　O　　　　　　　4　　　　　　　6　　　　　　22　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　0 32

イ　シ　ガ　キ　ダ　イ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　5　　　　　　4　　　　　　5　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　G　　　　　　O　　　　　　O 14

テ　ン　ジ　ク　ダ　イ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　6　　　　　49　　　　　　5　　　　　　5　　　　　　0　　　　　　0 65

マ　　　ツ　　　ダ　　　イ 0　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　　　0　　　　　3　　　　　5　　　　　0　　　　　0　　　　　0 8

ム　　　　　　　　　　　　　　ツ 7　　　　　19　　　　　　3　　　　　　3　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　2　　　　　　3 37

ス　　　　　ズ　　　　　キ 7　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 7

ハタ亜科（1－3型） 5　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　Q　　　　　　O　　　　　　5　　　　　　6　　　　　　3 19

キ　　　　　　　　　　ス 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　2　　　　　88　　　　245　　　　376　　　　　46　　　　　20　　　　　　1　　　　　　0 778

メ　　　　　ジ　　　　　ナ 104　　　　109　　　　150　　　　　78　　　　　15　　　　　　6　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　7　　　　217　　　　320 1，006

メ　　ジ　　ナ　　属 O　　　　　　D　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　O　　　　　13　　　　　10 23

イ　　　ス　　　ズ　　　ミ 0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　1　　0　　0　　0 1

テ　ン　ジ　ク　イ　サ　ギ 0　　　　　　σ　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　15　　　　　33　　　　　79　　　　　78　　　　132　　　　　20　　　　　　　1 358

ク　　　ロ　　　サ　　　ギ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　　1　　　　　38　　　　　　4　　　　　10　　　　　　0　　　　　　0 53

ダイ　ミ　ョウサギ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　2　　　　　　1　　　　　46　　　　　　7　　　　　　3　　　　　　0　　　　　　0 59

チ　　　　　ダ　　　　　イ 0　　　　　　0　　　　　　1　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　Q　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　O　　　　　10　　　　　30　　　　　20
61

ク　　　ロ　　　ダ　　　イ 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　21　　　　　84　　　　　17　　　　　25　　　　　　0　　　　　　Q　　　　　　O　　　　　　Q 147

マ　　　　　ダ　　　　　イ O　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　O　　　　　　1　　　　　　3　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 4

一81一



個 体 数
言十

属　　　　種
1月 2月　　3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月　12月

タ イ　　　　科 0 0 0 0 0 o 0 0 o Q 12 2 14

7エダィ科（1－3型） 0 Q 0 0 0 0 0 42 0 2 5 1 50

イ サ　　キ　　科 0 O O 0 0 0 O 1 0 Q O 0 1

シ マ　　イ　　サ　　キ o 0 0 0 0 39 249 1，075 561 295 3 0 2，222

タ カ　ノ　ノ　ダ　イ 74 12 1 0 0 o 0 0 o 114 6371，316 2，154
タカノハダイ属（ミギマキ） o 0 1 0 0 O 0 0 0 0 0 O 1

ワ ニ　　　ギ　　　ス 0 0 0 0 0 0 0 0 o 0 2 8 10

ア オ　　　　　　シ　　マ 0 0 0 0 0 0 0 0 3 13 15 1 32

シマ　オ　コ　ゼ科 0 o 0 o O 0 Q 0 0 12 0 0 2
ネ ズ　　ッ　ポ　属 0 0 0 o 1 0 2 2 0 4 3 4 16

イ カ　　　ナ　　　ゴ 0 M2 4 1 0 o 0 o 0 0 0 0 147

イ ソ　　ギ　　ン　　ポ 0 0 0 1 29 54 73 65 33 23 16 O 294

ナ ベ　　　　　カ Q 0 0 0 0 2 18 8 13 5 2 1 49

二 ジ　　ギ　　ン　　ポ O 0 0 0 1 7 55 153 56 58 29 4 363

イソギンポ科（1－3型） 0 0 0 0 2 15 2Q 18 51 53 16 0 175

イタチウオ科（1－2型） 0 0 0 0 0 1 1 O 0 1 1 3 7

シ ロ　　　ウ　　　オ 0 O 0 0 o 0 0 0 0 7 6 0 13

・ゼ亜目（1－3型） o 0 0 0 0 o 4 21 3 12 1 6 47

ス ズ　　メ　　ダ　　イ 0 0 0 0 35 0 35 41 29 11 1 1 153

ソ ラ　ス　ズ　メ　ダ　イ 0 0 0 0 0 O 1 16 8 2 上 0 28

オ ヤ　　ピ　ッ　チ　ャ 0 0 0 0 58 14 42 105 83 32 28 1 363

スズメダイ科の（1 3型） 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 10

ペラ科（1－3型） 1 2 0 0 0 3 2 9 o 7 30 5 59

カ ゴ　カ　キ　ダ　イ 0 O O 0 0 0 6 1 G 1 18 4 30

ヒ シ　　　ダ　　　イ 0 0 0 O 0 0 1 3 1 1 0 0 6

チョウチョウウオ科 0 0 0 0 0 0 1 o 0 0 0 o 1

二 ザ　　ダ　　イ　科 0 0 0 0 0 1 0 G 0 0 0 0 1

ア イ　　　　　ゴ 0 0 0 0 0 4 11 79 4 6 O 0 104

ア ミ　モ　ン　ガ　ラ O 0 0 0 0 2 2 19 9 9 0 2 43

サメ　ハダモ　ン　ガラ 0 0 0 0 0 0 o 0 4 0 0 0 4

モンガラカワハギ科 0 o 0 0 O 1 0 7 5 0 0 0 13

カ ワ　　　　　　　ギ 0 0 o 1 73 工59 221 552 79 133 1 D 1，219

ヨ ソ　　　　　ギ 0 0 o O 0 o 0 8 0 0 0 0 8

ア メ　　　　ギ 0 0 0 0 0 1 3 48 39 10 1 1 103

ウ マ　ズ　ラ　ハ　ギ o 0 0 0 1 12 3 1 0 0 o 0 17

ウ ス　　　　　　　　ギ o 0 0 2 37 1 o 0 0 o 0 0 40

ソ ウ　　シ　　　　ギ 0 0 0 0 0 0 1 o 0 0 0 0 1

カ ワ　　　　ギ　科 o 0 0 0 2 6 3 10 18 6 1 0 46

ウ ス　　ズ　　メ O 0 0 0 0 0 0 0 1 1 o o 2

サ フ　　　グ G 0 0 0 1 4 73 61 2 2 O 0 143

フグ科（1 3型） 0 Q 3 4 3 14 24 91 31 10 19 3 202

リ　セ　ン　ボ　ン 0 O 0 0 0 Q G 0 1 0 0 0 1

メ ノレ 0 1G 1 41 5 O 0 O 0 0 0 0 57

メ ル　　属 9 20 0 46 13 0 4 7 0 9 6 5 119

ヒ レ　ナ　ガ　カ　サ　ゴ 0 0 0 0 0 2 0 0 o 0 0 0 2

オ ニ　　オ　　コ　　ゼ O 0 0 0 0 0 0 2 o O 2 1 5

フ サ　カ　サ　ゴ　科 o 0 0 2 o 0 3 7 0 0 1 O 13

ア イ　　　ナ　　　メ 12 31 4 3 0 o 0 0 0 O o 4 54

コ チ　　　　科 0 0 0 0 0 0 2 0 0 o 1 0 3

ホ ウ　　　ボ　　　ウ 6 2 6 1 0 0 0 2 1 7 7 7 39

ホ　シセ　ミ　ホ　ゥ　ボゥ 0 0 O o 0 22 0 6 2 3 1 o 34

ヒ 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3

ダ ル　マ　ガ　レ　イ 2 0 0 0 O 0 o 3 0 G 2 0 7

ダルマガレイ属の（1－3型） 0 0 0 0 0 O Q O 0 4 0 0 4
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属 種
個 体 数

1月　　2月 3月 4月　　5月 6月　　7月 8月 9月　　10月 11月 12月
計

ヒ 一
フ メ　　科 o o o o o 0　　　1 o 1　　　6 1 1 10

メ イ　タ ガ　レ　イ 0 0 0 o 0 0　　　0 O 0　　　0 0 1 1
カ レ イ　　科 G 0 0 17 o 0　　　3 8 7　　　7 7 0 49

ウシノシタ科（1－5型） 0 O 1 0 7 2　　　2 3
． 4　　　2 6 1 28

サ イ ウ　　　オ 0 0 o 0 0 0　　　0 2 0　　　3 6 5 16

ア ン コ　　　ウ 0 0 0 o 1 D　　　1 0 0　　　0 1 0 3
ア ン　　　コ ウ　科 0 0 o 0 0 0　　　1 1 0　　　1 O 0 3

ナ　　オ コ　　ゼ 0 0 0 O 8 7　　　2 1 0　　　0 0 G 18

イ ザ　　リ ウ　オ　属 O 0 0 0 0 1　　　0 0 0　　　0 0 0 1
ヒ メ ジ 0 o 2 10 90 345　1，187 684 8021，672 486 259 5，537

ヒ メ ジ　　科 0 0 O o 1 25　　　25 26 3ア　　128 54 2 298

ア カ　　ア マ　ダ　イ 0 0 0 0 O 0　　　0 2 0　　　0 0 0 2
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